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学会特集

薬史学雑誌
22(1). 1 ~3 (1987) 

シンポジウム一一日本近代化期における京都とくすり一一

「日本薬学会第107年会(京都)薬史学部会」

The Pharmacy in Kyoto City during the Modernizing Age in Japan 

<at the Section of Pharmaco・historia泊 the107th Annual Meeting 
¥ 

(Kyoto) of the Pharmaceutical Society of Japan> 

April 3， 1987 

ルドルフ・レーマンと京都の薬学事始

好 卯三郎*1

Rudolf LEHMANN and the beginning of pharmacy 

in Kyoto under his influence 

1.はじめに

歴史研究の手順として.(1)資料の収集.(2) 

資料の分折・鑑定 ・批判.(3)史家の解釈，の

3場面があり， 何れも重要であり，おのおの

の研究者によって得意とするところも異なろ

う.

そして演者としては，第3番目の史家解釈

に深い興味を持つものであり，講演時間の限

られている本席では，京都の地に薬学の種子

が根を下ろすについて，ルドルフ・レーマン

という一人の青年が果たした意味に焦点を絞

って考えることとし細部にわたっては資料

を参照していただきたい.

キ1 日本薬史学会

Usaburo MIYOSHI制

2. R.レーマン来日の背景

1868 (明治元)年10月，東京遷都が行われ

たが，首都として千年の歴史をもっ京都の市

民たちは，東京は「東」の都であり，本拠は

あくまで京都であると考えたものである.

今日京都の地名に「上立売 ・下立売」とあ

るが，これは徳川幕府の天朝抑圧政策によっ

て零落した公卿たちが，身の周りの品物を立

売りした所なのであり，京の庶民たちは何か

と「江戸」に対して対立意識を持つに至って

いる.

このような状況のもとで明治政府は，京都

の殖産開発のために内帯金10万円とL、う多額

、，，，''A r‘、



の支出をしたが，この金を有効に使った3人

の英傑一様村正直 ・山本覚馬 ・明石博高ーが

いたのであった.

損村正直は長州出身，木戸孝允の後輩での

ちに2代目京都府知事となり，その当時は大

参事であった.山本覚馬は会津藩士で維新以

前より，勤皇方にもよく知られた文化人で，

同志社を設立した新島喪の義兄にあたる.明

石博高は京都薬種商の家に生まれた篤学家で

あり， ヒューマニストで戊辰戦争 (1868)の

時には救急薬を肩に敵味方なく治療にあたっ

たと記録されている.

当時の西欧人に対する偏見の多い中にあっ

て，この3人は何としてでも外国の文化の導

入が必要で，そのために外国語の修得が第ー

と考えたのである.明治政府も開化策をとっ

たが，それとは関係なく独自の感覚と識見を

もって事業を進め R.レーマンを京都へ呼

んだのである.

レーマン招聴についての経緯であるが，会

津人である山本は，やがて起こるであろう薩

長との戦いにそなえるため，旧式の先込め銃

の代りに元込めスナイドル銃1万5千丁を大

阪の機械貿易商レーマン ・ハルトマン商会

(R.レーマ ンの兄の経営)に注文し，そこで

来日中の R.レーマンと出会うこととなり，

外国語教師と して受け容れるよう損村に働き

かけ， 実現を見たのである.

3. R.レーマンのひととなり

レーマンは時に27歳 (1842年，オランダに

近いドイ ツ Oldenburgの生まれ)であった.

受けた工学教育については， ドイツ・カルル

スルーエともオランダのライデンとも言われ

定かではない.現地ドイツにあっても必ずし

も明らかでないことは，過ぐる年レーマンの

外孫に当る方が来日， 京都薬科大学へも来訪

され，その目的がレーマン先生らの消息の調

査ということであり，たった120年の歳月に

もかかわらず，史家の確認には限度があるこ

とを考えさせた.演者が歴史研究にあって資

料集めに終始せず，その意義の考究に重点、を

置かんとする所以である.

4. レーマン先生の教育

さて，先生来日の当時は末だ世情は騒然と

しており，生命の危険すら解消しておらず，

いかなる心境で職務につかれたであろうか.

決して名誉欲や金儲けのためではなかったで

あろう.しかし当時の日本側がとった文化政

策として「お雇い外国人」を非常に優遇した

ことに対しレーマン先生は感激されたことと

思う.演者が京都薬学専門学校において受け

たドイツ語教育は， レーマン先生から直接に

習った下河辺光行先生によっており， レーマ

ン先生の学風を十分に感得できるものであっ

た.

( 2 ) 

当時の外国語学習は読み方専門のようであ

ったが， レーマン先生の教え方は総合的であ

り，桃太郎や舌切雀の物語がある と，早速生

徒にドイツ語訳をさせ，先生はそれを添削す

るとともに自ら日本のことを学ばれたという.

また一日に五つの語をしっかり覚えるよう指

導され，博覧会などへ生徒をつれて行き具体

的に出品物を前にして， ドイツ語と日本語と

を繰り返し示し生徒の頭にたたきこむなどの

実物教育をほどこしたという.これは並大抵

の愛情ではできないことと思う.

このような逸話には伝聞によるものもある

が，歴史の意味に重点を置く場合には軽々し

く捨てさってはいけないと思う.歴史ーとく

に教育の問題のように人と人とが触れあって

お互いに啓発して行く 関係ーにおいてはロゴ

スとともにパトスも重要だからである.教師

が燃えなければ学生は燃えないのであるが，

レーマン先生はぽら手書きのテキストを作り

熱心に教えられた.当時の学生はすべてドイ

ツ語のテキストでよく学んだ. レーマン先生

は工科大学の出身であるから薬剤師に必要な

物理・化学などはみなマスタ ーされており，

当時の学生らに物識りと して驚異的な印象を

与えたと思う.こうしてレーマン先生は京都

薬科大学のそもそもの前身 ・京都薬学校設立

の土を耕したとい うことができ，同時に当時

の日本に必要な薬学系技術教育の祖となった

のである.



5. 歴史の意味

こうしてレーマン先生から教えを受けたレ

ーマン会の人々が先生の徳を慕って京都薬学

校を創ったのであるが， レーマン先生をめぐ

るいろいろな話しの中から現代に示唆を受け

るものを見つけなければならない.演者は，

歴史を学ぶ意味を大多数の人聞の幸福増進に

おいており，その観点から史実を見るべきだ

と考えている.

特に保健医療に従事しているわれわれは薬

を単なる物質と見るのではなし人間の幸福

にどういう関わりを持っているかとL、う立場

から考えなければならない.

演者は薬学には三つの段階があると考えて

いる.その第ーは素材そのもの，物質そのも

のを探究する薬学，二番目は人体一生理的に

病理的に薬の作用・副作用などを論ずる薬学，

第3番目には人間，人間と人間の間一社会の

( 3 ) 

中で薬はどういう影響を持っているのか，例

えば麻薬 ・覚醒剤というものは多くの人を悲

惨な自に遇わせているにもかかわらず，如何

にしてそれがまた好まれるのか，依然として

それが作られ，受け容れられているのには如

何なる意味があるのか……などを扱うのが第

3の薬学であり，これを歴史的に研究して行

きたいのである.その意味からも薬史学会の

発展を大いに望むものであり，薬に関する社

会科学的 ・人文科学的追求を行い，薬の倫

理・哲学を確立することは薬剤師の資質向上

にも益するものと思う.大学における薬史学

研究 ・教育の充実も強調して行かねばならな

いと思う.

参考文献

1) 三好卯三郎:レーマン先生小伝， 京薬会誌，

第74号， p.20，京都薬科大学京薬会.

2)京都薬科大学百年史，1984，日本写真印刷K

K. 



薬史学雑誌
22(1)， 4~6 (1987) 

京の薬と生活

浦田耕作*1

The pharmacy and the civil life in Kyoto in the medieval ages 

1. 藤田薬局の沿革

大坂夏の障の直後，藤田能登守が薬種屋 ・

初代亀屋七兵衛として，京の四条河原町で

医者と薬種屋を創業した.以来，歴代医業と

薬種屋を幕末まで継承し，明治 ・大正期は薬

種商，昭和に入って薬局を業とし，昭和46年

まで継続して京の薬業に従事した.

亀屋は，屋号である.

歴代，当主は七兵衛，長男は七太郎，隠居

をすると七郎兵衛を名乗り，番頭は「佐助」

のように「助」を付け，丁稚は「藤吉」のよ

うに「吉」を付けるのが，明治時代までの習

慣であった.

暖簾分けをすると，別家(ベっけ)と呼び，

亀屋の屋号を名乗り，名に兵衛を付ける.筆

頭の別家は亀屋安兵衛，続いて，亀屋金兵衛，

亀屋太兵衛の，三家がある.分家 ・別家の際

には， I毒薬 ・似せ薬を販売しない. 勤務中

に知った薬品の製造法や処方を，親子・兄弟

にさえも漏らさなし、」などの誓約書を書き，

一定の期限ごとに，家族・分家・別家が集ま

り記載事項の更新をした. (ちなみに， 亀屋

太兵衛の娘「たか」は，有名な美人で，坂本

龍馬の伝記や小説などに書かれている「おた

か」である.亀屋太兵衛を略して「亀太」と

呼ぶのを，誤って「亀田屋太兵衛の娘おた

か」と書いている.当代の足立太兵衛氏でさ

えも誤認しているので，取材した人も間違え

*1日本薬史学会;薬事評論家 ・京極三郎

Kosaku URATA判

る.当然、の事ながら，孫引きした人達も続い

て間違えている.歴史は時々再検討をする必

要があるし，取材の際には文献 ・文書を入手

して，確認する責任がある.) 

江戸時代末期には， 14代亀屋七兵衛が，山

本亡羊読書室で，蘭学と本草学を学び，明治

維新に際しては勤王の志士と交わり，明治初

期には下京区の町年寄として，また，薬種屋

取締として，京の医薬品業界を統括し，初期

の京都府会議員となり，明治12年に没した.

( 4 ) 

15代七太郎も山本亡羊読書室を受け継い

だ山本亡羊の三男山本渓愚に師事し，渓愚の

二女である文を妻とした.また， 舎密局で学

んだと言われている.15代七太郎は，明治時

代初期から中期にかけて，今日の医薬品製造

業である売薬業の業権確保のために，徳盛会

を組織して活動した.

16代英ーが大正15年に薬剤師となって藤田

薬局とし，昭和46年都市再開発のために廃業

するまで薬局を経営した.

2. 江戸時代初期までの京の薬と生活

「人の才能は， 文明らかにして， 聖の教え

を知れるを第ーとす.次には，手書く事，む

ねとする事はなくとも，これを習ふベし.学

聞に便りあらんためなり.次に，医術を習ふ

ベし.身を養い，人を助け，忠孝の務めも，

医にあらずはあるべからず.次に，弓射，馬

に乗る事，六芸に出だせり.必ずこれを うか



がふベし.文 ・武 ・医の道，まことに欠けて

はあるべからず.これを学ばんをば，いたづ

らなる人といふべからずJ(兼好法師が， 1319 

年より，執筆したと推測されている『徒然

草』第122段より.) 

この一文以外にも，徒然草の中の数々の随

筆に見られるように，兼好法師は薬物につい

て，相当な知識を備えていたようである.

当時の武士にとって，医療，とりわけ，薬

物の使用方法は，大切な教養であった.平時

には領民を治める上に役立ち，戦場では応急

手当に役立ち，更に，武士が職を失った場合

(の生活の手段にもなった.

大坂夏の陣の後に，藤田能登守が，徳川幕

府の情報活動を行うために，医者と薬種展を，

開業したのも，そのような教養を役立てると

共に，都心に住んで，情報が収集しやすい職

業として薬種屋を選択したのに違いない.

3. 江戸時代の京の薬種屋の薬学的・医

学的水準

当家伝来の薬種屋の使用した参考書は，明

治12年と，大正末期に，相当に散逸している

が，残存しているもののみで検討すると，江

戸時代の薬種屋の学術的水準はきわめて高い.

特に，本草学を基盤にした生薬の品質管理

とも言うべき『修治』は，今日の生薬学的な

評価によっても，注目すべきものがある.

『修治』は，古方よりも後世方の方が，品質

管理の水準が高い.また，臨床薬学の在り方

も，優れている.繁用したものと推測される

参考書は，損耗の程度により，単に医薬品と

いう物の販売を目的としたものではなくて，

今日言うところの，高水準の臨床薬学の，活

動の足跡が立証できる.

妊婦 ・高齢者 ・小児などに対する医薬品安

全対策にも，見るべきものがある.

江戸時代に当家で繁用された薬種屋の参考

書としては，次のようなものがある.

。 『増益薬性霊宝能毒備考大成』

貞享4年 (1687) 中華渓上野白

《内容》気味(陰陽五行説に基づく分類)，

異名(別名 ・通称)，和名(日本名)，修治(品

( 5 ) 

質管理)，能(効能 ・薬理・薬物学)，毒(安

全性)に分けて解説されている.医薬品の

基準書と薬物学書を兼ねている.永禄9年

(1566)に曲直瀬道三が著わした『日用薬性

能毒』を源とする薬物書.

。『救民妙薬集』

元禄6年 (1963) 穂積甫庵

《内容》水戸藩の落医が水戸光国公の命に

より編纂したセルフ ・メディケーションのた

めの薬物書.同一書の部数が多く残され，傷

み方もひどいので，繁用されたもののようで

ある.私が朝日新聞に内容を紹介したのがき

っかけとなり，茨城県医師会と薬剤師会が立

派な内容の研究書を刊行された.

。『医道日用重宝記』

貰永7年 (1710) 本郷正豊

《内容》当時，繁用された治療ノ、ンドブッ

ク.同一書の部数が多く残され，傷み方が激

しい.当時の治療水準，繁用薬物が解りやす

し、.

。『袖珍医便』

享保10年 (1725) 謹桂洲

《内容>>w医道日用重宝記』と似た内容.

医道日用重宝記と共に繁用されたようである.

《巻之ーの内容》

医学次第(医学概論)

医師心得(医療倫理)

診除次第(診断技法〉

薬剤調合次第(調剤学)

外包式法(調剤学)

薬煎様事(くすりせんじようのこと ・調

剤学)

書方銘之法(処方命名法)

按摩導引法(按摩技法)

養生論(健康管理法)

養性調気篇〈精神衛生管理法)

行壮修用篇(季節的生活管理法〉

行壮制禁篇(生活管理法)

十二月禁食(月別喫食禁忌)

飲食相反(食い合わせ)

月令摂養 (月別健康管理法)

《巻之二の内容》

疾患名を挙げ，病理，診断法，薬物の選択，



薬物の配合成分について，記述している.

@ Il'舎密閉宗』

天保8年 (1837) 宇閏川橋苓

《内容》当時の市井のー薬種屋の蔵書に，

『舎密閉宗』のような理論化学書が含まれて

いたのは，驚くべきことである.文中および

翻訳に当たって引用した書の中に，合薬家

(アポテーキ)や薬舗などの言葉を，薬種屋の

人達はどのように受け止めたであろうか.恐

らく，合薬家と書カ通れている薬剤師を，医師

のー職種ととらえたのではなかったか.明治

初期に，京都の医療制度の中で，二等医師に

医薬品の管理権を認めたのは，そのような背

景があったのではなかろうか.後に原子爆弾

の原料になったウラニウムも，烏刺紐母とし

て，すでに元素の一つに挙げられている.

。『片仮名附傷寒論』

天保10年 (1839)

《内容》漢文を読みやすくしたとL、う意味

よりも，中国語を理解しやすくしているので

便利である.

江戸時代にも，理解しやすい教育，聞かれ

た教育を，試みている.この精神は，いつの

時代にも必要である.

。『医家必携』

安政4年 (1857) 堀内淳(適斎)

《内容》西洋の薬物学書を翻訳し編纂した

もの.服量(用法 ・用量)，配伍(配合方法)，

禁忌(配合禁忌)，功用(効果 ・適応)，方例

(処方例)などの項目について，解説を加え

ている.西洋の薬物の基準番または薬物学奮

の初期のものとして，興味深い.市井のー薬

種屋が，この程度の専門書を読んでいた事実

は，江戸時代には，自己研修がし、かに真剣に

行われていたかの立証であり，また，その水

準の高さが裏付けられる.

。「手書きの口伝書及び医書 ・処方集の写

し」

4. 江戸時代の医薬品安全対策と

薬事関連法規

@Il'霊宝薬性能毒巻之七』

( 6 ) 

妊婦禁思之薬，服薬之例，服薬之用心など

に見られる医薬品安全対策.

。 11.毒薬並びに似せ薬種売買の儀，別し

て竪くこれを禁ず.若し商売っかまつり候も

のに於ては，罪科に行なわるべしたとえ同

類たりというも，訴人に出る輩は，きっと褒

美下さるべき事」

《天和2年 (1682) 5月に京都町奉行が公

布した条条の目頭に，毒薬並びに似せ薬種の

販売禁止を定めている.罪も重い>>.

5. 江戸時代末期の京の薬種屋と蘭学・

英学の影響

江戸時代末期の英和字典は，木版印刷で語

索も少ないが，明治6年1月官許 ・明治7年

6月に金沢で‘刊行された『広益英倭字典』は，

約46，∞o語の本格的な英和字典で，専門語も
ほとんど収められている.influenzaを， 1流

行の感官」と訳していて，現在用いられてい

る「流行性感冒」の語源が見られる.この字

典は，印刷と製本の技術が高く，同時代のヘ

ボンの字典や初期の聖書の印刷の背景から，

多分，中国の上海で行われていたのではなか

ろうか.

6.結語

今日の薬局に比すべき，江戸時代の薬種屋

の，学術水準について，考察すると，薬学的

な水準はきわめて高く，また，本格的な臨床

医学の知識も備えていたことが，明らかであ

る.

今日の薬局においても，全く同じ水準の知

識 ・技術が必要で，先人の足跡をたどり，い

つの時代にも，薬剤師は終生研績に努める必

要を痛感する.

一人の薬剤師として， 35年に近い過去を顧

みる時，薬学教育の中における，薬史学教育

はきわめて肝要であると痛感する.

薬史学的教養を身に着けることにより，薬

剤師としての倫理，薬学研究の歩み，研究の

過程における試行錯誤からの脱却の方法など，

得るところが多い.
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京都とサントニン国産化

一一市野瀬潜を回顧して一一

鈴鹿 紀

¥ 

The dornestic production of santonin at Kyoto 

-A review on H. IcUINOSE'S works 

ひそむ あまベ

市野瀬潜は明治12年に大分県海部郡明治村

で生まれた.その家は代々佐伯藩の庄屋を務

めた.南海中学を経て，東京の私立薬学校を

明治30年に卒業し，その年に内務省の薬剤師

試験に合格して，直ちに鑑定官補と称する役

職で神戸の税関に勤務した.その後，明治36

年に京都にある織田家という代々くすりに関

係していた自然堂の支配人になり，明治38年

には織田家の長女，織田マサと結婚した.明

43治年に独立して「京都新薬堂」を，大正8

年9月29日には「日本新薬株式会社」を設立

した.この市野瀬という人は， くすりにつき

かねがね二つのことを考え，あるいは願望し

ていたように私は思う.その一つは第一次大

戦の後，その影響を受けて輸入医薬品が欠乏

して国民がその時大変難渋したので，医薬品

の国産化をしなければいけないと彼は念願し

たようで“日本人ののむくすりは日本人の手

で"これが彼の一つのスローガンであった.

その二つ目は，わが国で薬用植物の栽培をし

て，それから新しい製品をつくりたいと，つ

まり，栽培から製品までの一貫した製薬業を

行いたいと考えていたのではなし、かと思う.

その一例として，大正13年に台湾を訪れた時

に，台北植物園のコカ園を見学して，そこで

種子を入手し，大正14年には沖縄県でこれの

*1日本新薬紛

Osamu SUZUKA判

試作を行った.そして昭和4年に，これが約

50本になったのでいよいよ本格的に栽培しよ

うと したところ，ちょうどその年にコカ樹栽

培取締規則というものが公布されて，直ちに

申請したが，この時に武田商庖は自家農園を

沖縄県に持っておられ，その許可が武田さん

の方に下りたので，これを断念したというよ

うな経緯があった.しかしこのコカとは別に

サントニンの原草を得たいと念願していた.

市野瀬は大正の末頃，日本に自生する各種の

ヨモギを集めて，これらのサントニン含有の

調査をしたが，わが国に自生するヨモキ・から

はサントニンを得ることができなかった.大

正15年に文献によってドイツのチューリンゲ

ン地方にアルテミシア ・シナ (Artemisia

cina)というサントニンを含んだヨモギがあ

るということを見つけたので，ちょうどその
すいどういきお

( 7 ) 

当時，親戚筋に当たる出納功という人がス

ェーデンで外交官をしていたので，この人に

頼んでこのヨモキ・の種子の入手方を依頼した.

やがて，彼は各種の調査を行い，いろいろ苦

労したが，結局フランスのヴィルモランとい

う種苗商から 2袋のヨモギの種子を入手して

これを京都へ送ってきた.その2袋の一つに

はアルテミシア・アプシンチウム (A付emisi・a

absinthium)と書いてあり，他の袋にはアル



テミシア・マリティマ(Artemisiamaritima) 

と書いてあった.そしてこのヨモギが昭和2

年3月5日に京都に到着した. ところが，こ

の二つの袋の種子，即ちアプシンチウムは勿

論のこと，マリティマも送った出納も，受け

取った市野瀬も非常にこれは不満足であった.

なぜならば，両人ともアルテミシア ・シナの

入手を念願していたからであった.しかしな

がら，このマリティマ(Artemisiamaritima) 

は文献によると多少ともサントニンを含んで

いるということがわかったので，早速，一纏

の望みを抱いてこれを播種，育成したので、あ

った.当時はこれが将来“ミプヨモギ"と称

して，わが国のサント.ニン事業に発展すると

は二人とも考えていはいなかった.むしろ市

野瀬はどうしてもアルテミシア ・シナ (Arte-

misia cina)を入手したし、と 念願し続けてい

た.その理由として，市野瀬は引き続いてこ

の出納功にシナの入手方を要請していた.彼

はその後，大正9年から昭和3年まではスェ

ーデンに，昭和4年から11年まではドイツに，

昭和13年から17年まではハンガリーに在勤し

た.各地で彼は懸命にシナの入手に努力した.

しかし，最後までとうとうシナを入手するこ

とはできなかった.市野瀬は更に大正10年，

当時アフガニスタンの公使であった，松島墜

という人にアフガニスタンとソ連のタシュケ

ントは近いので，シナを入手できないかとこ

れを要請したがこれも成功しなかった.次に

昭和13年，当時，京都大学理学部の大学院学

生であった北村四郎先生(現京都大学名誉教

授，植物分類学者とくに菊科植物の権威)を

市野瀬は京都ホテルへ招き，何とかしてシナ

を採りにいってくれないかと先生に話した.

その当時このようなものを採ってくるという

目的でソ連へ出掛けるということは大変危険

なので，私は「滅相もないそんなことをした

ら命がありません」といって，そのを断った

ということを先生から承った.これは“植物

分類地理"とL、う雑誌の第24巻に北村先生が

“サントニンの話"という題のもとに書いて

おられる.そして市野瀬は昭和23年亡くなっ

たが，そのシナの入手という執念は現社長の

( 8 ) 

ひろむ

森下弘にも引き継がれ，次いで昭和27年に

今度は私がパキスタンとアフガニスタンへ出

掛けるいうことになった.私はシナでなくて，

当時新しいサントニン含有ヨモギとして発表

されたアルテミシア ・クラメンシス(Artemi-

sia kurramensis) (クラムヨモギ)の調査に

出掛けることになった.しかし，現地で各種

の調査をしているうちにクラムヨモギという

ものとシナというものは全く同種か，あるい

はごく近縁の種であることがわかった.その
ひ~L

3年後の昭和30年に私の恩師である，木原均

先生を隊長として京大カラコルム・ヒンズー

グッシュ学術探検隊が派遣され，北村四郎先

生も学術探検隊の一員として参加され，その

時に，つぶさにグラムヨモギを研究され，こ

れがやはり私が考えていたと同じようにシナ

に非常に近縁のものか，あるいは同種かもし

れないという結論を得られた.

さて， ミプヨモギ栽培の本筋に戻るが出納

功が送ってきたこの2グラムのマリティマの

種子約3，0∞粒から苗を育成し，昭和3年に

は原草が約1キログラムになって， 0.3グラ

ムの結晶がとれたが，この時は未だこれがサ

ントニンであるということは確認できなかっ

た.昭和4年に約2.4グラムの結晶がとれ，

これがサントニンと確認された.これは融

点，その他のことから確認されたわけであ

る.そこでの新しい植物であるこのヨモギは
みぶ

京都の壬生(当時の日本新薬本社の所在地)

の地で播種，育成されたので“ミプヨモギ"

という名前がつけられた.その後昭和4年に

は5∞株に増加し 5年には1，∞0株になり，

6年にはやっと札幌と京都の一部に試作する

ことができ，昭和11年にはもう，山科と北海

道に相当広面積にこれを栽培することができ

た.そして昭和14年には約19トン，昭和16年

には63トンの原草を収穫した.昭和17年には

127トンと，順調にこのミプヨモギが増産さ

れてきた.そして最高の時は昭和26年に東北

地方と北海道の 1，700町歩という広い面積に

このミプヨモギを栽培し， 2，700トンの原草

を収穫した.この原草から翌27年に9.4トン

というサントニンの結品が得られた.一方，



採種に関してはこれはやはり外来の植物であ

るので日本の気候風土，特に開花期の気象条

件などで採種は中々困難で、，入手後7年たっ

た昭和9年にやっと印0グラム， 10年には12

キログラム採れるという状態であった.この

ようにしてミプヨモギの栽培と増殖には苦労

したが，このミプヨモギという植物は自家不

稔性でこれは自分の花粉が自分の雌芯につい

ても種子ができない.ということは他の株の

花粉がかからないと種子がとできない. このこ

とは，その子孫は非常に雑駁で、変異が多くな

るわけで，中々形質の斉一な品種ができな

《い.最初に入手した種子から育成したミプヨ

モギをわれわれは在来種と呼んでいるが，こ

の在来種というのは種子を採取し種子で増殖

した.これは非常に増殖率がよく，すぐに何

倍にも増殖はできるが前述のように大変に雑

駁で，これは種子を播くと発芽が不揃いであ

るし生長すると草丈や形態も変異が多く，栽

培技術上でも非常に不便で，またサントニン

含有量もまちまちである.これでは困るので，

この在来種の中から山科二号という特別に優

良な系統を選抜した.この選抜した山科二号

というものは，挿木とか芽苗でそれを何百株

に増殖してもこれは遺伝的には1本の株で，

山科二号相互の交配では種子が採れない.そ

れ故にこれは今後も栄養繁殖，つまり挿木な

どを続けていかなければならない.この挿木

などは非常に増殖率が低く，大体，年に20倍

位しか増殖できない欠点がある.それでこの

山科二号の増産は遅々として達成できなかっ

た.後年，入手したグラムヨモギも種子繁殖

を続け，品種改良された人為4倍体のクラム

ヨモギも，同じように種子繁殖をしたので変

異が多く，その淘汰に多くの力を要した.そ

の後，クラムヨモギとミプミヨモギの雑種で

あるベンタヨモギ， ヘキサヨモギを作出した

時には，これは栄養繁殖で増殖するので増殖

率の低いことが欠点となった.このよ うなわ

けで，この栽培に当たっては，おのおのの長

所欠点、を保有しながらも，種子繁殖と栄養繁

殖と交互に重ねながらこれを続けてきたとい

う栽培の歴史であった.

市野瀬潜はこのサントニン事業について，

三つの大きな願いを持っていたと思う.その

一番目は，わが国でサントエンを完全に自給

したいということであった.これは昭和15年

以降，市野瀬の存命中に実現した.二番目の

彼の望みはシナ花 (Artemisiacina)という

ものを入手したいとい うことであった.しか

し， ソ連産のこの植物を入手することは不可

能であった.これは前述のよ うに，このシナ

と同種またはごく近縁と思われるクラムヨモ

ギというものを昭和26年に入手できたし，更

に昭和29年にはこれの4倍体を創成してシナ

を凌駕する品種を育成したので，その目的が

達せられた.三番目に市野瀬は，植物の特許

を取得したし、とL、う願望を持っていた.これ

は昭和42年にグラムヨモギの4倍体とミプミ

ヨモギの山科二号を交配して，ヘキサヨモギ，

ベンタヨモギというヨモギを育成することが

でき，これが巷間でし、う植物特許第一号とし

て昭和60年9月13日に登録された.しかしな

がら，市野瀬潜は昭和23年12月6日この世を

69歳で去った.市野瀬のこの三つの願いのう

ちの一番目は彼の存命中に実現した.けれど

も，二番目のクラムヨモギ(シナ花)入手の

ことは彼の没後6年目であり，更に植物特許

は彼の没後37年目のことであった.
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かくして，わが国のサントニン事業という

ものは，サントニン含有のヨモギを種々の苦

労を越えて，のちにいうミプヨモギを探し当

てた出納功と，そして外来植物ミプミヨモギ

を風土の異なるわが国で試植栽培という，誠

に困難な事業を執念と根気で確立した市野瀬

潜と，更に，戦後の食糧難時代に立ち向かい，

これの増殖と改良に力を注ぎ自ら陣頭に立っ

て，有終の美をおさめた現社長の森下弘のこ

の三人，およびその協力者によってわが国の

薬業史に残る，サントニン事業を完成するこ

とができたのであった.
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内藤記念くすり博物館収蔵資料に見る京と薬

青 木允夫*1

The history of rnedicine in Kyoto observed in the collections of 

the Naito Museurn of Pharrnaceutical Science and Industry 
¥ 

くすり博物館が収蔵している京都関係資料

をスライドで供覧した.その主なものは次の

とおりである.

1.疫病関係

種痘奉願名前書 (明治3)， うへほうそう心

得(明治初)，種痘日(明治4)，種痘すLめ

草(嘉永4)，天然痘済証(明治7)，種痘後

心得(明治初)，コレラ死亡遺児救済(明治

12).嘉永2年痘苗が初めて輸入され，京都

ではー早く種痘の普及に努めた.

2.看板

咳治丸，御目あらひ薬，むしくだし， 大徳

寺池薬，無二菅，六神丸， 十八丸， 黒かうや

く，三保丸，奇応丸，東寺胃病薬，解凝丸，

せきの妙薬.

3.広告

売薬盛大鑑 (明治 9)，せきの妙薬，牌肝薬

王円，健胃丸，消虫丸，奇応丸，蘇命散，紫

金錠，五色膏，肝涼円，奇効丸.京都には有

名売薬が多く ，今日でも継承されているもの

が少なくない.

*1内藤記念くすり博物館

( 11 ) 

Masao AOKI判

4. 織田家資料

知恩院薬種御用札(安政6)，鴻氏錦褒労療

秘録版木，薬瓶鋳型，京都府立療病院名入乳

鉢.織田家は旧家である一方きわめて進取的

な薬種屋であった.

5. 京都合薬会社

規則，利子金収納控簿(明治9)，本願寺宛

文書(明治13).明治7年医薬分業を目ざして

設立されたが，時機尚早で10年ほどで解散し

た.本願寺も出資していたことがわかる.

6. 錦小路家資料

入門許可証(明治 1)，束修受取証(明治 1)， 

印鑑，名入ちょうちん.錦小路家はわが国医

道の宗家，丹波家の正統で， 明治 1年病院を

新設した.ここに入門した岐阜の早川賢三所

持の資料である.

7. 御薬種切手

慶応2年薬種屋石田清輔発行のもので，生

薬購入の際に渡し， 後に現金清算した.
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京都の医薬史跡一覧

米田該典*1

Lists of the pharmaco・historicalrelics in Kyoto 

1. 京都での厄除け・健康祈願の歳時記

Annual events of the prayer 

against diseases in Kyoto 

1月

1~3 日 皇服茶六波羅蜜寺天磨 5 年

(951)に始まる

7日 七草粥(若菜祭)北野天満宮・貴船

神社 ・八坂神社

7日 おくすべ大雲寺

19日疫神祭疫神社茅の輪粟餅

庚申の日初庚申金剛寺祈祷後の苅弱

を病気払いに

20日 湯立神楽城南宮湯を振りまく棋

の儀式

2月

3日節分祭五条神社薬の神様かつ

てはオケラ餅を今宝船図(日本最古図)大阪

の神農さんはここから始まる

3月

8日 かくれ念仏六波羅蜜寺重要無形

民俗文化財

4月

第2日曜日 やすらい祭今宮，玄武，大

神宮社京の三大奇祭今宮神社(北区紫野

今宮)創紀以来の疫病退散の神

第 2土曜日嵯峨大念仏狂言清涼寺国

宝の釈迦像の胎内には絹製の五臓六関

13日 鬼爆宝積寺「鏡餅」の名の由来?

*1大阪大学薬学部附属薬用植物園

( 12 ) 

Kaisuke YONEDA*1 

20日 万人講円福寺(達磨寺)，嵯峨大念

仏狂言清涼寺 国宝の釈迦像の胎内には絹

製の五臓六蹄

5月

2日 御茶壷道中建仁寺~八坂神社の道

中御茶査道中保存会

5日 今宮祭今宮神社あぶり餅は有名

15日 やすらい祭北区上賀茂 ・岡本町~

梅ヶ辻町重要無形民俗文化財

第3日曜榔神社大祭榔神社疫病除け

の神として

25日 錦天神例祭錦天満神社末社床裏社

少彦名命を間る

6月

5日 栄西忌建仁寺栄西の木像を公開

25日御誕辰祭北野天満宮菅原道真の

誕生日

7月

土用丑の日 胡瓜封じ蓮華寺疫病除け

祈祷会 ¥ 

24日 南瓜供養安薬寺(鹿ヶ谷南瓜を食

べる)中風除け供養

31日 夏越紋御香宮神社 ・疫神社茅輸

の神事

9月

9日 重陽の節句(旧暦)上賀茂神社の烏

相撲法輪寺の莱英褒(く*みぶくろ)

15日 三宅八幡放生祭三宅八幡神社虫

八幡とも呼び，子供の府の虫除



中秋の日 へちま加持赤山禅院ぜんそ

く封じ

10月

第1日曜宇治茶祭り 宇治市

22日 鞍馬の火祭由岐神社 (鞍馬寺)少

彦名命を柁る

11月

1日 亥子祭護王神社御玄猪の儀式に

倣う 亥子餅

2~3 日薬神祭薬祖神洞神農，少彦

名命，大己責命， ヒポクラテス

8日火焚祭折上神社みかん焼き

17日 隼神社例祭隼神社搭神として信

仰

12月

7 ~8 日 大根焚き成道会法要大報恩寺

大蕪を食って中風除け

13日 健康長命祭折上神社長命箸を授

与

31日 おけら詣り 八坂神社，北野天満宮

2. 京都の本草家・医家の墳墓録

The locations of the graves of herb-

alists and physicians in Kyoto 

有馬涼及 1633~1701 金戒光明寺(左

京区黒谷町)

有馬玄哲の子法印の称号を持つ

稲村三伯 1758~1811 大恩寺(左京区

仁王門通り新高倉東入る一丁目)

海上随鴎と改名(1802)Wハルマ和解』の

著

稲生若水 1655~1715 迎称寺(こうし

ようじ)(左京区浄土寺真如町)

父恒軒の墓も傍にあり『物産目録~， W抱
灸全書~， W庶物類纂』

伊良子光顕 1737~1799 宝塔寺(伏見区

深草宝塔寺山町)

外科医，家伝薬「万寿益元膏」を禁裏に

献上

伊良子道牛 1671~1734 宝塔寺(伏見区

深草宝塔寺山町)

伊良子流外科を広める『外科正宗』の注

釈を行う

( 13 ) 

宇津木昆台 1779~1848 南禅寺の塔頭慈

氏院(左京区南禅寺福地)

古方医『古訓医伝~ 25巻

江馬天江 1825~1901 高台寺(東山区

下河原通八坂鳥居前下ル下河原町)

適塾門下，西国寺公望の塾頭『内外日用

方府製剤編~， W脈論』

江村専斎 1565~1664 善正寺(左京区

岡崎東福ノ川町)

養生法の班、訣を後水尾天皇に述べたこと

は有名

荻野元凱 1737~1806 鳥辺野墓地(東

山区鳥辺野)

『吐方篇~， W刺絡篇~， W痘疫論』

奥 劣斎 1780~1835 昌福寺(上京区

智恵光院通下立売上ル)

『女科漫筆lW産科外術秘録』…
賀川玄迫 1739~1779 玉樹寺(下京区

万寿寺通櫛笥西入る)

『産論翼~，賀川玄悦の養子に

香川修庵 1683~1755 二尊院(右京区

嵯峨二尊院門前町長神町)

『一本堂薬選lW一本堂行余医言』
賀川満郷 1734~1793 等持院(北区等

持院北町)

京都賀川家の祖『産道口訣手術解~ ， W有

斎産術記』

黒 川 道祐 1623~1691 本隆寺(上京区

智恵光院通五辻上ル紋屋町)

『本朝医考~ 3巻， W薙州府志』
小石元俊 1743~1808 大徳寺の塔頭孤

窪庵(北区紫野大徳寺)

究理堂を設立『玄祈~， W衛生堂禁方~，京

阪に蘭学を

小石元瑞 1784~1849 大徳寺の塔頭孤

蓬庵(北区紫野大徳寺)

『究理堂方府~， W博采録』
後藤艮山 1659~1733 上品蓮台寺普門

院(北区紫野十二坊町)

古方家『病因考~， W師説筆記』
新宮 涼 庭 1787~1854 南禅寺の塔頭天

授院(左京区南禅寺福地)

蘭方医『窮理外科則~， W解体則~， W西務



日記』

施薬院全宗 1526~1599 十念寺(上京区

寺町通今出川上ル鶴山町)

施薬院使 当初比叡山に葬る後移動

武田蒙庵 1561? ~ 1619 ?相国寺の塔
頭林光院(上京区今出川通烏丸東入ル相国寺

門前町)

江戸初期の儒医 師は藤原健富，墓は近

く

橘 南錨 1753~1805 金戒光明寺(左

京区黒谷町)

小石元俊らと解剖を『平次郎臓図~， Ii解

屍運万法』

丹波康頼 912~995 金輪寺(亀岡市宮

山町)に遺髪塔

『医心方~ 30巻， Ii神遣方』

百々漢陰 1776~1839 祐正寺(上京区

下立売通六軒町西入ル長門町)

『医粋類纂~， Ii集験方函』

中神琴渓 1743~1833 宝蔵院(緩喜郡

井手町)

『生々堂医諌~， Ii生々 堂雑記』 近江扇鶴

の名あり

中西深斎 1724~1803 東福寺の塔頭荘

厳院の東洞墓域(東山区本町一五丁目)

『傷寒論弁正~， Ií傷寒論集成~， Ii傷寒名

数解』鶴田元逸の『医断』を完成

半井元瑞 1847~1898 南禅寺の塔頭天

授院(左京区南禅寺福地)

越前半井家の出京都医学校校長

名古屋玄医 1628~1696 浄福寺(上京区

浄福寺通一条上ル笹屋町)

『難解註疎~， Ii金置註解』

並河天民 1679~1718 清閑寺(東山区

清閑寺山ノ内町)

医者より儒学者として

野間玄 琢 1590~1645 野間 家の墓地

(北区玄琢北東町)

後世派医師御典医

野間三竹 1608~1676 野間家の墓地

(北区玄琢北東町)

玄琢の子『古今考』

野日天然 1764~1834 西光寺(中京区

(14) 

新京極蛸薬師〉

『生象止観~ 15巻の解剖学の大作，Ii生象

約言』

畑 黄山 1721~1804 中堂寺(下京区

中堂寺西寺町)

1782年医学院を設立『医学院学範』

畑 貞道 1748~1827 中堂寺(下京区

中堂寺西寺町)

『四方の現~， Ii皇国医林伝』

秦 宗巴 1550~1607 鹿王院(右京区

嵯峨二尊院門前長神町)

『素問注抄~， Ii医学的要方』

日野鼎哉 1797~1850 大谷墓地(東山

区大谷)

1849年牛痘苗を入手 日野除痘館を作る

広瀬元恭 1821~1870 勧持院(下京区

猪熊通五条下ル)

『人身窮理書~， Ii理学撮要』 京の官軍病

院長

藤林普山 1781~1836 金戒光明寺(左

京区黒谷町〉

『波留麻和解』を訂正し『訳鍵』を著

堀 杏庵 1585~1642 南禅寺の塔頭帰

雲院(左京区南禅寺福地)

藤原恒宮四天王の一人

堀 景山 1688~1757 南禅寺の塔頭帰

雲院(左京区南禅寺福地)

杏庵の孫

松下見林 1637~1703 大雄寺(上京区

七本松通出水下ル三番町)

古林見宜の門下板倉重宗の別館で塾を

聞く
¥ 

曲直瀬玄朔 1549~1631 野間玄琢一族の

墓地(北区玄琢北東町) (墓は東京麻布にも)

『医学天正記~， Ií廷寿撮要~， Ii医方明鑑』

曲直瀬道三 1507~1594 野間玄琢一族の

墓地(北区玄琢北東町)と十念寺(上京区)

『啓殖集~， Ii弁証配剤医灯』等多い

曲直瀬正琳 1565~1611 大徳寺の塔頭玉

林院(北区紫野大徳寺)

道三の弟子

三雲環善十念寺(上京区寺町通今出川

上ル鶴山町)



山脇東海と人体解剖を『施薬院解男体臓

図』大施薬院(烏丸一条)の長として明治

まで三雲家が継ぐ

水原三折 1782~1864 正行院(下京区

東洞院通七条下ル二丁目東塩小路町)

産科医『産科探領図訣~， 11産育全書』

三角了敬誓願寺(中京区新京極通三条

下ル桜之町)

代々の禁裏の医官

御薗常心遣迎院(北区鷹峰)に子の常

正以降の墓あり

金 ・銀誠の効用を発見 打誠術中興の祖

『医家珍宝~ 11誠灸秘訣』代々鋸をもって朝

廷に仕える

子孫の常政は明治の盲唖院で打鋪術を指

導

向井元升 1609~1677 真如堂(左京区

浄土寺真如町)

『紅毛流外科秘要~， 11包厨備用倭名本草』

山科宗安 1702~1747 真如堂(左京区

浄土寺真如町)

墨竹画の名手平安四竹代々匝科を専

門

山 科道安 1677~1746 真如堂(左京区

浄土寺真如町)

小児科専門『視記~， 11楓記続編』

山本 渓愚 1827~1903 宝塔寺(伏見区

宝塔寺山町)

亡羊の子『本草動植物写生図譜~， 11万葉

古今動植物正名』

山 本 亡 羊 1778~1859 宝塔寺(伏見区

( 15 ) 

宝塔寺山町)

『格致頼纂~， 11百品考~， 11洛医業講~， 11医

学字林』等

山脇 東門 1735~1782 真宗院(伏見区

深草真宗院山町)

東洋の子『玉砕臓図~， 11女人内景図~，

『男人内景真図』

山 脇東洋 1705~1762 真宗院(伏見区

深草真宗院山町)

1754年初めて人体解剖『臓志~， 11養寿院

医則~， 11済生余言』

山 脇玄 心 1596~1678 真宗院(伏見区

深草真宗院山町)

山脇家の始祖『養寿録~， 11医方捷径』

山 脇玄惰 1654~1727 普願寺 (中京区

新京極通三条下ル桜之町)

『本草附方分類~，玄心の養子

柚木太淳 1762~1803 知恩寺(左京区

百万遍)

1797年人体解剖『解体積言』

吉益東洞 1702~1773 東福地の塔頭荘

厳院 (東山区本町一五丁目)

万病ー毒説『方極~， 11薬徴~， 11医事或

問』 ・

吉益南涯 1750~1813 東福地の塔頭荘

厳院(東山区本町一五丁目)

『方規~ ， 11医範~， 11傷寒論精義』…

和田東郭 1744~1803 鳥辺野墓地(東

山区鳥辺野)

折衷派『腹診録~， 11傷寒論正文解』…
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海軍薬剤官の変遷

書 谷 市郎右衛門*1

Transitional history of the apothecary 0飴cersin the Japanese Navy 

Ichiroemon KIDANI制

(1986年12月1日受理)

I.はじめに

帝国海軍の官制に薬剤官が置カ通れたのは明

治19年 (1886)であるから，それから数える

と，本年 (1986)は100年になる.

昭和20年の終戦と共に帝国海軍はなくなり，

それから40年余りが過ぎた.

しかしながら，海軍薬剤官の変選の歴史，

あるいは時々の経過等について，特に書かれ

た文献はほとんどないと言ってよしh

著者は昭和14年に，二年現役の薬剤科士官

として海軍に入り，終戦後まで約6年半を過

ごしたので，多少海軍の事情を知っている.

そこで，乏しい知識とわずかな資料を頼り

に.I海軍薬剤官の変遷」という題で，不十

分ながら記述することにした.

11. 海軍医務衛生所管の中央官庁口

著者が海軍に入った時は，既に完成した海

軍省医務局があり，海軍の医務衛生の中枢を

なしていたが，医務局ができる以前は，どの

ようになっていたか.

慶応3年 (1867) 1月，明治天皇が践枠さ

れたが，年号が明治と改まったのは，翌慶応

4年9月8日であった.この頃の政府の保有

する軍艦はわずか数隻，海軍と言える程のも

のではなかった.

*1ヒサゴ薬品鱒
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しかし，慶応4年1月，帝国海軍が官制上

定められ，海陸軍務科ができて箪務官が置か

れたが，海陸軍共に軍務官の所管であった.

明治3年 (1870) 2月9日，兵部省が置か

れて海軍掛と陸軍掛に分けられたが，軍医制

度はなく，民間医師を雇って医務衛生，特に

病院の仕事をさせていた.

明治5年2月28日， 海軍省と陸軍省ができ

たが，この後暫く部局の改変が頻繁に行われ

た.まず明治4年2月28日，築地海軍所構内

に医局が，同年7月5日に軍医寮が置かれ，

海陸軍の医務衛生を司る中央官庁がで、きたが，

この名称は5日後に海陸軍軍医寮と改まって

L 、Tこ.

海軍省が置かれた明治5年10月， 海軍軍医

寮ができたが，これが海軍省医務局の前身で

ある.海軍軍医寮は，明治9年8月に海軍医

務局となり，明治17年に海軍軍医本部.19年

に海軍衛生部.22年海軍中央衛生会議， 26年

海軍省衛生会議と次々に改まり， 30年4月1

自に海軍省医務局となった.

この間，軍医官の官等が初めて作られたの

が明治4年，この官等は文官医師と武官の軍

医との二本立であったという.

この頃の薬剤関係の事情についての記述は

見当らないが，恐らく医薬品についても医師

が取り扱っていたので・あろう.



ここで，当時軍が発行した薬局方なる小冊

子について付記して置く.

清水藤太郎著『日本薬学史~2) に， 明治4

年，軍医寮が方剤統一の必要性を認め， w軍

医寮局方』を発行した.これをわが国の公定

薬局方の初めとするとある.

この局方は海陸軍が分かれていない時であ

り，陸軍主体で作られたものと思われる.

翌明治5年に海軍省ができ海軍軍医寮が置

かれると，海軍は『海軍軍厚寮薬局方』を発

行したが，これは海軍軍医の手でなされた.

この後，陸軍の薬局方は何回か改訂，昭和

に至るまで続いたが，海軍は『海軍軍医寮薬

局方』だけで，日本薬局方が発行されてから

は，終戦まで臼本薬局方を使用していた.

III. 海軍病院の沿革口

海軍薬剤官の主たる職場は海軍病院であっ

たから，その海軍病院の発祥と，太平洋戦争

前の海軍病院の設置状況について述べる.

わが国の医学界が本格的に軍陣医学の重要

性を体験したのは，戊辰戦争の時と言われる.

慶応4年1月3日戊辰戦争が起こり，以後

の陸，海の戦闘における負傷者の治療が必要

となり 3月に京都に御親兵病院という軍事

病院が置かれ，また，官軍病院として横浜野

毛山に横浜病院を，幕府側の榎本軍は箱館に

幕府病院を聞いた.これが軍事病院の発祥と

いわれる.

更にその年の6月，兵隊患者の治療のため

東京下谷に東京病院が設置されたが，これは

海軍病院の前身をなすものであった.

東京病院は横浜病院が閉鎖されたため，そ

の患者も収容した.所管は始めは東京府，次

いで軍務官となった.

東京病院は兵隊以外に一般庶民も治療した

が，庶民患者が増加したため，兵隊仮病院を

宮城の山下門内に設置した.

明治3年6月25日， 東京高輪御殴山に日本

海軍最初の海軍病院(本病院)が開院，仮病

院から海軍関係の業務をこれに移した.この

時は兵部省ができていたので，その管下であ

った.
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明治4年5月，この海軍病院は芝車町(現

在の泉岳寺附近)に移り，その後何回か移転

したが，大体芝山内にあったようである.

明治13年に，横須賀海軍病院が開院され，

その年に海軍本病院は東京海軍病院と名称が

改められた.

明治22年には呉海軍病院と佐世保海軍病院

が， 34年には舞鶴海軍病院が置かれ，鎮守府

の海軍病院が揃った.

日露戦争の勝利の結果，明治39年に旅JI原海

軍病院が設置されたが，大正3年に要港部病

室に格下げされた.

大正時代になると， 12年に湊海軍病院が，

14年に亀川海軍病院が療養病院として開設さ

れた.なお，亀川病院は昭和10年に別府海軍

病院と改称された.

昭和になると， 12年には嬉野海軍病院が，

16年には霞ヶ浦海軍病院が開院，また要港部

の大湊，鎮海，馬公にも海軍病院が開設され，

太平洋戦争勃発直前に台湾の高雄海軍病院も

開院した.

そして，昭和14年， 15年には，山中海軍病

院と野比海軍病院の建設が着工された.

IV. 海軍薬剤官の沿革

1. 薬剤科士官制度の創設

軍医官の官制は，既に明治4年に始まった

が，薬剤官の官制が定まったのは，大分遅れ

た.

明治12年に東京大学薬学科の第2回卒業生，

高橋秀松製薬土が海軍御用掛に任命されたが，

これは武官ではない.しかし，これが海軍の

医務衛生制度の中に，薬剤官の途を開く端緒

となった.

暫くして，明治19年にようやく海軍の医務

衛生関係の武官として，薬剤官の官等が定ま

り，大薬剤官(大尉相当) 3名が初めて任用

された.

この3名は，明治11年 (1878)に東京大学

薬学科卒業の第1回生，高橋三郎，小山哉お

よび上記高橋秀松の3製薬士である.

この3名は大学卒業後直に任官したのでは

なく，卒業後数年間，大学助手，高校教授，



海軍の薬事に従事した者達で，学術上の水準

が高く，直ちに大薬剤官になったのである.

大学を卒業して，直ちに任官するようにな

ったのは，明治37年以降という.

明治時代の薬剤官任官者は年に 1~2 名で，

全然採用されなかった年もあり，大正になっ

ても昭和になっても，年に 1 ~2 名であっ

Tこ.

ょうやく，昭和13年以降 2年現役士官を

採用するようなって増加した.

明治19年以降終戦に至るまでの薬剤官の総

数は，桜医会名簿(桜医会は戦後発足した，

旧海軍の軍医，薬剤，歯科医科の会〉による

とへ 424名で，軍医官の 6，219名に比すると

温かに少ない.

2. 薬剤官の官等の変遷口

明治19年の海軍武官官等表によると，薬剤

官は，薬剤監(少佐相当)，大薬剤官(大尉相

当)，少薬剤官(少尉相当)の3階級だが，軍

医官は，この上に軍医大監(大佐相当)，軍医

総監(少将相当)まであった.

明治30年の改正で，薬剤監(中佐相当)が

でき，少佐相当の薬剤監は薬剤正となる.

明治31年に，薬剤官を薬剤土と改めた.

明治36年の改正により，大佐相当の薬剤大

監ができ，以下薬剤中監(中佐相当)，薬剤少

監(少佐相当)，大薬剤士(大尉相当)，中薬

剤士(中尉相当)，少薬剤士(少尉相当)とな

った.

兵科将校同様の佐官，尉官の名称になった

のは大正8年9月の改正で，薬剤官は薬剤大

佐が最高であったが，軍医官は軍医中将まで

あった.

薬剤少将ができたのは，大正15年7月の改

正からである.

3. 薬剤官採用制度

海軍の薬剤官の主な採用制度には，委託学

生制度と二年現役制度の二つがあった.

前者は大学在学中に委託学生を志願し，採

用試験に合格した者には学費が支給され，夏

期休暇等を利用して訓練を受け，大学を卒業

すると任官する制度で，明治30年10月に条例

により制定された.

大正から昭和にかけて，薬剤委託学生は年

年採用されたが，年に 1~ 2 名に過ぎない.
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後者の二年現役土官制度は大正14年に設け

られたが，薬剤科士官が実際に採用されるよ

うになったのは，昭和13年からである.

本制度は志願者のうち，海軍大臣の定める

所要の試験と身体検査に合格した者で，医科

大学，薬科大学卒業者はそれぞれ軍医中尉，

薬剤中尉に，専門学校卒業者は少尉に任用さ

れ 2年間現役に服務した後，予備役に編入

される制度である.しかし著者等の時代に

は 2年を過ぎると服役延期の措置がとられ，

終戦後まで服務した.

この制度は，昭和17年9月から一部改正さ

れて，二年現役土官に採用されるとまず見習

尉官に任用され，初級教育が終了すると，中

尉あるいは少尉に任官されるようになった.

4. 薬剤官の教育

海軍に採用されて任官した初級薬剤科士官

(軍医科も同様だが)は，著者の頃には，ま

ず海軍砲術学校等で軍事教育を 1~2 カ月間

受けた後，海軍軍医学校で専門分野の教育を

受けるのが通例であった.

この海軍軍医学校も，明治の初期には色々

と変遷があり1) まず最初にできたのは， 明

治6年発足した海軍病院学舎である.そし

て，海軍軍医寮学舎，海軍軍医学舎，海軍医

務局学舎，海軍医学校等と変わり，海軍軍医

学校になったのが明治22年で‘あった.しかし

これも，明治27年に廃止され，軍医官教育を

海軍大学校軍医科で、行った時期があった.海

軍軍医学校が再開されたのは明治31年4月で

ある.

明治44年，築地に軍医学校の施設が整備さ

れたが，この校舎は大正12年9月1日の関東

大震災で焼失し，翌日年に仮校舎ができた.

昭和5年築地の校舎が新築落成し，終戦ま

で続いた.

なお，昭和19年7月， 軍医学校分校が戸塚

と賀茂にでき，翌20年4月1日にこの分校は

戸塚衛生学校と賀茂衛生学校となり，間もな

く終戦を迎えた.



v. 海軍病院薬剤部口

医療に治療品は欠くことができないが， 明

治19年までは薬剤官は居ない.

しかし，明治4年9月に定められた海軍病

院職制には薬剤掛があり，明治9年8月31日

の海軍省職制の制定で，海軍本病院にも薬剤

掛が置かれている.更に明治13年11月，東京

海軍病院に調剤掛が置カ通れている.この頃は，

武官としての薬剤官はいなかったが，海軍に

薬剤師がいたと考えられる. しかし， その記

載は見当らない.

明治22年4月に海軍病院条例が制定されて，

この時海軍病院の薬剤掛長に薬剤官がなるこ

とに定められた.

明治43年9月，この条例は大幅に改正され，

薬剤掛が薬剤科となった.

大正10年6月， 海軍病院条例が廃止されて，

海軍病院令が制定されたが，この時薬剤科は

薬剤部に昇格，薬剤部長職ができた.

更に，昭和3年9月1日，海軍病院規則が

改正され， 薬剤部に療品科，試験科，調剤科

の3科が置かれて，著者が任官した当時の薬

剤部の組織がで、き上った.

各科の所掌事項は，

1) 療品科は治療品および患者費に属する

通常物品の契約，保管，出納蛇に教育諸

費に属する物品の保管出納に関すること

2) 試験科は兵備品，通常物品その他の理

化学的検査に関すること

3) 調剤科は調剤，製剤および病院用治療

品の出納保管に関すること

である.

VI. 太平洋戦争と薬剤官

太平洋戦争が勃発して，艦船部隊等兵力が

増強され，更に戦争の激化と共に患者数も増

加した.したがって，海軍病院誼にその分院，

病院船等も増設され，海軍療品廠も新設され

た.また，南方占領地域における疫病対策に

も薬剤官を出すこととなり，施設の増大と共

に急速な増員も必要となった.
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1. 海軍病院の増設

昭和17年になると，先に記した山中，野比

の海軍病院の完成，更に岩国，大村の海軍病

院，昭和18年には，霧島，戸塚，賀茂の海軍

病院も竣工した.戦争が更に進展すると，各

海軍病院の分院が続々と各地に設置された.

これらの分院の多くは，温泉保養地等のホ

テル，旅館を接収して使用した.

その他，東京目黒の療品廠内に東京第2海

軍病院，目黒雅徐圏内に東京第3海軍病院，

大阪甲子園ホテル内に大阪海軍病院が設置さ

れた.

一方，外地では日支事変中に，上海に第1

海軍病院，海南島に第2海軍病院が置かれた.

中支に昭和16年1月，第3海軍病院が置か

れたが，わずか 1年で廃止されている.

太平洋戦争中には，第4海軍病院(トラッ

ク島)，第5海軍病院(グアム島)，第8海軍

病院(ラパウル)，第101海軍病院(シンガポ

ール)，第102海軍病院 (スラパヤ)，第103海

軍病院(マニラ)，第104海軍病院(アンボン)

等が設置されている.

2. 海軍病院船

太平洋戦争においては，戦闘区域がきわめ

て広大となったから，患者や治療品の輸送に

数隻の病院船が使用された.

元来病院船は平時には置かれず，戦時にな

って必要が生じると，民間の郵船会社等から

船を借りあげ，病院船に擬装して使った.

そして，病院としては海軍から院長をはじ

めとし， 軍医官，薬剤官， 看護科特務土官，

看護科下士官兵，主計科土官および主計科下

士官兵等を乗り組ませて病院の運営に当らせ，

船の運行については，郵船側の船長，運転土，

機関長，機関士，事務長等のオフィサーから

水夫，ボーイに至るまで，船と共に徴用して行

わしめた.これは英国にならったものらしい.

戦争中であるから，病院船だからといって

特に安全ではなく，敵の攻撃を受ける可能性

は大いにあった.勿論，海軍病院船の主なも

のは，国際赤十字を通じて連合国側に通告し

てあったが，例外のものもし 2あったらし

い.しかし通告した船でも危険な自に会うこ



とが少なくなかった.

帝国海軍が朔治以来使用した病院船名をあ

げると，

1) 日清戦争一一神戸丸

2) 日露戦争一一神戸丸西京丸

3) 第 1次世界大戦一一八幡丸

4) 第 1次上海事変一一笠戸丸

5) 第2次上海事変一一特務艦室戸(室戸

海軍病院)，朝日九橘丸

6) 太平洋戦争一一特務艦室戸4l(室戸海

軍病院)，朝日丸，牟宴丸，氷川丸， 高砂

丸，第二氷川丸(天慮丸)，菊丸

以上のうち， 日清戦役の神戸丸には薬剤官

は乗り組んでいなかったが，日露戦役からは，

乗り組むようになった.

朝日丸は昭和19年2月，瀬戸内海航行中タ

ンカ ーと衝突して沈没しへ 牟婁丸も昭和19

年11月，マニラ湾内停泊中，敵機の爆撃を受

けて沈没した日.氷川丸ペ高砂丸，第二氷

川丸等も敵機の攻撃を受けたり，磁気機雷に

触雷したりしている.

天鹿、丸は，元オランダ病院船だったが，わ

が軍が接収，戦争後期にわが病院船として使

用した.終戦直後に舞鶴沖で日本軍の手で沈

めてしまったと伝えられている.

3. 海軍療品廠の設立

海軍療品廠は，陸軍で言えば衛生材料廠で

ある.戦前から，その設立計画はあったらし

いが，平時の海軍の人員は陸軍より温かに少

なく，海軍部内で特に治療品の製造をしなく

ても，外部から購入すれば事足りたから，予

算もとれなかったのであろう.実現しなかっ

た.

戦時になり，艦船部隊，病院等の増強で人

員が多くなって患者も増え，また艦船が沈め

られる事も多くなって，その需要はきわめて

膨大になってきた.

そこで，戦時下における物資動員計画に対

処して治療品を確保し，海軍の特殊治療品の

研究，考案，製薬，製剤等の調査を行い，こ

れらの生産品および調達治療品を各鎮守府の

海軍病院に供給することを任務とする作業庁

が必要になり，ょうやく療品廠の設立が日の

目を見ることになったが，残念ながら，時期

が遅きに過ぎた.

昭和17年9月， 海軍療品廠令が制定され，

翌月10月1日に東京目黒の現在の国立東京第

二病院の場所に第一海軍療品廠が設立され，

暫くの後，昭和19年4月1日に大阪の甲子園

ホテル内に第二療品廠が設置された.

第一療品廠長には薬剤少将村田秀が，第二

療品廠長には薬剤少将都丸俊男が任命された

が，これにより，薬剤官の多年の念願であっ

た所轄長への道が聞かれて，現役の薬剤少将

の役職がで-きたが，これも時既に遅しであっ

た.

なお，海軍の治療品の原料，資材の獲得，

軍需工場の管理，疎開の促進等のため，昭和

20年3月1日， 海軍省医務局第1課に資材班

が置かれ，班長の軍医大佐以外の班員は薬剤

官であった.しかし，半年後には終戦を迎え

たので，活躍期聞は短かった.

4. 薬剤科士宮の増員

昭和13年から本格的に二年現役薬剤官が採

用されるようになった事は，先に述べたが，

これにより，薬剤官の人員は終戦まで，今ま

でになく増加し，戦時の薬剤部の体制をよく

支えることがで‘きたので‘ある.

昭和13年以降の年ごとの薬剤官の採用数を

あげると， 13年5名， 14年11名，15年15名，

( 20 ) 

16年16名， 17年1月21名，同年9月39名， 18 

年35名， 19年55名， 20年168名，合計365名で，

明治19年から終戦までの薬剤官総数424名の

86%に当る.
この中で，戦死者5名，公務死2名である

から，海軍各科の中で，薬剤官の消耗率はき

わめて低かったと言えよう.

これら二年現役の薬剤官出身者は，戦後も

薬学界，薬業界等で、活躍した.

5. 戦時の薬剤官の勤務場所

海軍の薬事衛生行政の中心は海軍省医務局，

教育機関の中心は軍医学校であるから，これ

には本職薬剤官のエリートたるわれわれの大

先輩がおられたが数は少ない.

何といっても，薬剤官の最大の勤務場所は

海軍病院の薬剤部であり，また，各鎮守府所



在地等には以前から海軍軍人の家族のための

海仁会病院があり，この薬剤部長も薬剤官で

あった.

療品廠には勿論薬剤官の配置ができ，その

他，海軍航空技術廠や海軍燃料廠等の研究部

にも配置され，海軍潜水学校では潜水艦の居

住の問題，特に炭酸ガス対策について研究を

行い成果をあげた.

更に，南方の戦地におけるマラリア，デン

ク。等の防疫対策のため，防疫班が幾っか編成

され，班ごとに薬剤官が配置され，ラパウル

に置かれた熱帯衛生研究班の薬剤官は，ラパ

i ウルの龍城に際し，目覚ましい働きをしてい

る8人

二年現役の若い薬剤官は，病院以外の分野

でも，優秀な薬学の本質を十分に発揮して活

躍した.

VII. むすび

以上，海軍薬剤官の変選について略述した

が，紙数の都合上， 大幅に省略せざるを得な

かった.言わば，魚の骨格だけを画いたよう

なもので，肝心の味わうべき身や皮をつける

ことができなかった.

近い将来，改めて，身や皮のついたものを

まとめてみたいと考えている.

( 21 ) 
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Summary 

In this paper， the author describes the 

transitional outline of the medical and hy-

gienic administration of the Japanese Navy， 

history of the Japanese Naval Hospitals and 

their Apothecary Divisions， and of the Jap-

anese Navy apothecary officers， as well as 

the activity of th巴 JapaneseNavy apothe-

cary 0伍cersin the W orld War II. 
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日本薬局方に見られた酸化亜鉛(~鉛華)

製剤の変遷

松本仁人ペ山田光男判

The transition of zinc oxide and its preparations in Japanese 

Pharmacopoeia (between JP 1 and JP XI) 

Yoshito MA TSUMOTO*1 and Mitsuo Y AMADA判

(1987年1月9日受理)

I. はじめに (Introduction)

筆者らは，さきに臼本薬局方(以下JP)の

JPIから JPXIまで100年間継続収載され

ている 128品目の医薬品中から，歯科領域に

関連あるものとしてヒ素およびチョウジをと

りあげて， JPに見られたそれぞれの製剤の

変遷について報告した1，2人

今回は，酸化亜鉛(亜鉛筆)をとりあげ

JPIから JPXIまでの変遷について検索し

丈こ.

II. 来歴 (History)

酸化亜鉛は古代から真銭製造の副産物とし

て知られ3九DIOSCORIDESの『薬物誌』にも

Diphrugesの名称で記載されている()欧州

中世紀時代には，その性状が怒疎繊毛状なと

ころからLanaphilosophicaと称し，あるい

は雪片に似ているので白雪 Nixalba (後に

転詑して Nihilalbum) とも称された5) 近

世に入ってその乾式製法が1735年(享保20)

にHELLST氏により，また硫酸亜鉛からの湿

式製法が1775年(安永4)に v.CRELLE氏

によって完成された.1844年(弘化1)にフ

ランスの画家 LECLAIRE氏は酸化亜鉛の大

量生産に成功し，従来の有害な鉛白に代えて

これを顔料に応用することが可能になった白.

わが国では，明治10年 (1877)末に横浜司

薬場監督オランダ人教授A.J. C. GEERTSが

手書きした 『日本薬局方蘭文草案』の612品

目の薬品中に，酸化亜鉛関連の次の7品目が

掲げられた7)

1. Acetas Zincicus (Zinci Acetas) 

酢酸酸化亜鉛

2. Glycerinum cum Oxydo Zincico 

グリスリン加酸化亜鉛

3. Lactas Zincicus (Zinci Lactas: Zincum 

lacticum) 

乳酸酸佑亜鉛

4. Oxydum Zincicum (Zinci Oxydum 

purum) 

酸化亜鉛

5. Sulphas Zincicus (Zincum Sulfuri-

cum; Zinci Sulphas) 

硫酸酸化亜鉛(硫酸亜鉛)

6. Unguentum Oxydi Zincidi (Unguen-

*1東日本学園大学歯学部 HigashiNihon Gakuen University School 0/ Dentistry. Tobetsu， Hokkaido 
061-02. 
*2 日本薬史学会 TheJaμnese Society 0/ If.記story0/ Pharmacy. 
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tum Zinci) 

酸化亜鉛(亜鉛華)軟膏

7. Valerianas Zincicus (Zincum Valeri-

anicum) 

吉草酸酸化亜鉛(吉草酸亜鉛)

明治13年 (1880)11月に編纂が始められ8に

明治19年 (1886)6月25日発布された JPI

には，酸化亜鉛 (ZinciOxydum)および酸

化亜鉛軟膏 (UnguentumZinci Oxydi)の2

品目が収載された. ¥ 

111. 明治初期欧米薬局方の酸化亙鉛

(Zinc oxide in European and 

American Pharmacopoeia at 

early Meiji era) 

JPIの編纂に際しては周知のように当時の

欧米先進国の薬局方を参考に用いたので， 比

較の目的で明治初期の各国の薬局方について

検索した.

ドイツ

1872年(明治5)ドイツで発行された Com-

mentar zu Pharmacopoea Germanica9lには

Unguentum Zinci 

亜鉛華軟膏

Zincum oxydatum purum 

酸化亜鉛(精製)

Zincum oxydatum venale 

酸化亜鉛(市販)

Zincum sulfocarbolicum 

フェノールスルホン酸E鉛

の4品目の亜鉛関連品目が収載されている.

酸化亜鉛の解説の項において，本品が1735年

に HELLST氏によって灼熱法で初めて製造

された経過から，化学記号による製法の詳細

など，約5頁にわたっての記載がなされてい

る.

イギリス

1867年(慶応3)にロンドンで発行された

英国薬局方(以下 B.P.)には次の2品目が

収載されている 10l

Zinci Oxidum 酸化亜鉛

Ointment of Zinc 亜鉛華軟膏

このB.P.は前述のドイツ薬局方注解に比

( 23 ) 

較するときわめて簡単な記載しかされていな

い.亜鉛華軟膏の製法についての記載を次に

示す.

Take of 

Oxide of Zinc.・・・・・・・・80grains 

Benzoated Lard......1ounce 

Add the oxide of zinc to the benzoated 

lard， previously melted at a gentle heat and 

stir the mixture constantly while it cools. 

1885年 (明治18)に次版 B.py'が発行さ

れたが，頁鉛華軟膏の記載内容は上述 B.P.

とほとんど同一であった.

アメリカ

米国薬局方 (以下 U.S.P.と略)は，JPI 

発布前の第6版(1880)が調査できなかったの

で，1890年 (明治23)発行の第7版 (Seventh

Decennial Revision) l2lについて検索 した.

u. S. P. VIIには ZinciOxidum (酸化亜鉛)
と UnguentumZinci Oxidi (亜鉛華軟膏)

の2品目が収載されている.

U.S.P. VIIにおける酸化亜鉛の記載内容

は，1885年版 B.P.と比較する と詳細であっ

た.亜鉛華軟膏の項とほとんど B.P.と同ー

であり，重量単位が grain，ounceから Gm

に変わって

Zinc Oxide............. ..200 Gm 

Benzoinated Lard..・・・・800Gm

To make 1，000 Gm 

となっていたが，製法では U.S.P.酸化亜鉛

を No.20の簡で振って BenzoinatedLard 

の上に撒布する操作が加えられた以外は，

B.P.とほぼ問機の記載であった.

lV. JP 1の酸化E鉛 (Zincoxide in 

JP1) 

上述のような明治初期の欧米薬局方におけ

る酸化亜鉛の収載状況を背景として明治19年

(1886)に JPIが発布された.JPI におけ

る酸化亜鉛の収載条文を欧米薬局方と比較す

ると， B.P.よりは詳細であり， U.S.P.あ

るいはドイツ薬局方に近い内容といえる.酸

化亜鉛軟膏で比較すれば， JPIの酸化E鉛軟

膏 (UnguentumZinci Oxydi)の規定は次の



JP I~JP V の酸化亜鉛製剤の変遷15)表 1

JP 
No. 

1 IIillIVV 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

とおりである.

酸化亜鉛軟膏ハ，酸化亜鉛一分ヲトリ，

微細ニ研末シ徐々ニ，豚脂九分ヲ研和シ

製スヘシ，本品ノ、全質均同ナル軟膏ナリ

(原文)

上記規定を欧米薬局方と比較するために明

治23年 (1890)に内務省衛生局が刊行した

『日本薬局方註棒』の酸化E鉛軟膏の項に掲

げられた欧米各薬局方における製法13)を見る

と次のとおりである(原文).

名

酸化亜鉛*1

亜鉛華軟膏*2

亜鉛華澱粉

ターノレパスタ

ウィルソン軟膏

亜鉛筆ゴム紳創宵

亜鉛華オレフ油*3

品

1

2

3

4

5

6

7

 
*1 JPV正名は亜鉛華.
*2 JP 1正名は酸化亜鉛軟膏.
叫 JPVI以降正名はチンク油.

1. B.P. 

酸化E鉛二分ヲ安息香豚脂十一分ニ熔和

ス

ら現行 JPXIまでの 100年間に，医 ・薬学，

医薬品の目覚ましい進歩と並行して適切な改

正を受けて今日に至っている.

この 100年聞を大別すると，1)明治期から

第 2 次大戦までの JPI~JPV および 2) 第

2 次大戦後からの JP VI~JPXI に分類でき

ょう.また 3)として第2次大戦後の JPVI

公布の前後の時期に公布された国民医薬品集

(以下国薬1，JIと略)の期聞が考えられる.

このそれぞれの期間の酸化亜鉛製剤の変選に

ついて述べる.JPIから JPVまでの変遷は

表1のとおりである.

JPV註解16)に，酸化亜鉛が内用として用

いられなくなった経過が次のように述べられ

ている.

内用ニ一日数回o.05~0. 4ヲ散，丸，錠

トナシ，慢性神経痛，舞踏病，癒摘，生

歯期ノ反射産聖堂等ニ賞用セシモ， プロム

剤，阿片剤メ、パルピツ ール剤等ニ屋倒サ

レタリ(原文)

また JPIV註解で17) 亜鉛華軟膏につい

て次のように述べている.

本品ヲ靖面又ハ潰湯ニ撤布スルトキハ乾

燥作用ヲ呈シ，分泌ヲ抑制シ少シク腐蝕

作用ヲ呈ス(原文)

JPIから JPVまでの変遷を見ると，酸化

亜鉛製剤の進歩はすべて外用剤に限られてい

ることが分かる.

2. ドイ ツ薬局方

酸化亜鉛一分ヲ豚脂九分ニ研和ス

3. フランス薬局方

酸化亜鉛一分ヲ安息香豚脂九分ニ熔和ス

4. オランダ薬局方

酸化亜鉛一分ヲ豚脂八分ニ研和ス

5. U. S.P. 

酸化亜鉛一分ヲ安息香豚脂四分ニ和ス

JPIと上記の比較により，原料比から見て

JPI はドイツ薬局方に近いと言える.これは

当時のわが国の医薬品市場がドイツからの洋

薬の影響を大きく受けていたことを示すーっ

の註左ともいえよう.なお JPIで用いた豚

脂は， JPIVからは英，米，フランス各薬局

に倣って安息香豚脂を用いるよう改正した.

JPI当時の酸化亜鉛の医薬品としての効用

は下山によれば14乙次のとおりである.

本品ハ内用ニハ鎮座薬トシテ用ユレトモ

太タ稀ナリ，外用ニハ収数ノ目的ヲ以テ

撒布剤，塗擦剤トナシテ汎ク慮、用ス(原

文)

したがって明治初期において酸化E鉛の

JP収載は原料薬としてのものであり，酸化

亜鉛軟膏に実際に応用された主な剤型で、あっ

たと思われる.

JP 1から JPVまでの変遷 (The

transition of zinc oxide prepara-

tions between JP 1 and JP V) 

V. 

( 24) 

明治19年 (1886)に発布されてかJPIは，



収載された.

国薬工の皮膚剤は，No.1号からNo.22号

まであり，この中の7製剤に亜鉛筆が配合さ

れていたことになる.表2で見るように，

No.8， 10， 11， 12， 14の5皮膚剤は配合成分

が改正されるのと並行して，国薬Eではその

製剤名が( )内に示すように改正された.

国民医薬品集におけるE鉛華製剤

(Unguentum zinci oxidi in Japan 

National Formulary) 

VI. 

国薬工

r' 
ヒ-アレ，，， 

鉛

ア

ル

ル

ン

華

亜

ム

ト

一

一

リ

酸

ル

ス

ゾ

コ

セ

鉛

硫

ホ

ベ

レ

ル

リ

水

ラ

ス

ク

ア

グ

亜

無

パ

ア

r
l
1ι
41
1
1
L
F
I
l
l
-
J

、II
I
1
k

唱

A

η
4

(1) 散剤

lHード細末
チモール細末

硫酸亜鉛

酸化亜鉛

(2) 液剤

(クレソーノレ
カリ石ケン

グリセリン

分

分

分

分

分

分

分

n
U
A
U
A
U
O
O
FU
R
-
u
n
r
u
 

a
A
τ
R
V
唱

i

n

B

トリ オジングパスタ(歯科用)

JPXI 

10g 

3g 
9g 

82g 

40g 

40g 

20g 

歯科用トリオジンクパスタ

昭和7年 (1932)の JPV公布後， 日中戦

争，第2次大戦が引き続いたので， JP改正

が行われず，必要のつど追補によってカパー

された.また大戦終了後すぐには JP改正に

着手できる状態ではなかった.そこで大戦後

間もない昭和23年 (1948)サこ薬事法に基づい

て公定書として国薬Iが公布された.

国薬Iの収載医薬品は，第2次大戦中の昭

t 和19年 (1944)に制定された旧公定医薬品と

旧公定処方を主体としたもので，前者を第1

部，後者を第2部として掲げた.その後，国

薬Iの改正が行われて昭和30年 (1955)に

国薬Eが公布された.国薬Eは JPVlIから

JPVlI第2部として取り扱われることにな

り，大戦後の混乱期のわが国の医療分野で大

きな役割を果たした国民医薬品集は，その使

命を終えて，JPの一部として生き残ること

となった.

このような国薬1，国薬E公布の経過があ

り，この間の医薬品発展を反映して表2に示

すような多数の酸化亜鉛製剤が国薬 r， IIに

Eの亜鉛筆製剤の変遷国薬1，表 2

国薬

1 II 
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* ( )内は国薬Eの名称を示す.



JPV (昭和7年 ・1932)には収載されなか

ったが，当時歯科領域で酸化亜鉛製剤が歯髄

乾屍剤，歯蝦塗布剤，乳歯周糊剤として使用

されていた18> 国薬Iには歯科用剤として初

めて 3品目が収載され，この中で歯科用トリ

オジンクパスタは JPXIまで継続して収載

された.参考までにその配合成分の国薬Iと

JPXIの比較を示す.

本剤を歯髄抜去後に充填すると，ホルマリ

ンを発生して徐々に残存歯髄をミイラ化する

と共に，根管内の殺菌消毒を行う.酸化亜鉛

はその1)乾燥作用， 2)分担、抑制作用，およ

び 3)弱し、腐蝕作用などによってその効果を

示すと考えられる.

VII. JPVIから JPXIまでの変遷 (The

transition of zinc oxide prepara-

tion between JP VI and JPXI) 

昭和26年 (1951)に，前述の国薬Iに引き

つづく公定書として JPVIが公布された.

JPVIから JPXIまでの酸化亜鉛製剤の変

遺を表3に示す.なお表3までに示した亜鉛

筆製剤26品目の中で，現在 JPXI第1部に

属するのは酸化亜鉛だけで，他はすべて亜鉛

華製剤として第2部に収載されている.これ

は酸化亜鉛が，それ自身のもつ性質により各

種製剤の配合剤のーっとしての重要な役割を

果たしていることによると考えられる.

国薬1，JPVI，国薬Eが公布されたのは，

第2次大戦終了後10年間のことで，戦後の混

乱期から復興が軌道に乗り 出した期間にあた

る.当時，海外から抗生物質あるいは PAS，

ヒドラ ジドなどの合成医薬品が多数導入され

たが，わが国の医薬品産業は戦時中の傷が未

だ癒えず，医家用医薬品の独自開発力は十分

でなかった.そこで一般用医薬品を主体とし

た国薬Iを昭和23年 (1948)に戦後初めての

公定書として公布して，混乱する医薬品市場

に一つの指針を与えた.

続いて昭和26年 (1951)に，前回の改正か

表 3 JP VI-JP XIの亜鉛牽製剤の変遷

JP 
No. ロpロ 名

VI w ¥m 立 X }任

l 酸化亜鉛(表1) O O O O O O 

2 亜鉛筆軟膏(表1) O (0) (0) (0) (0) (0) 
3 亜鉛華デンプン(表 1) O (0) (0) (0) (0) (0) 
4 木ターノレ軟膏判(表1) O 

7 チンタ油(表1) O (0) (0) (0) (0) (0) 
8 亜鉛禁サリチノレ酸軟膏 (表2) (0) 
10 アタリノ ーノレ ・チンク泊(表2) (0) (0) (0) (0) (0) 
11 亜鉛華 ・イク タモーノレ軟膏(表2) (0) (0) (0) (0) (0) 
12 アクリノーノレ ・亜鉛筆軟膏 (表2) (0) (0) (0) (0) (0) 
16 歯科用パラホノレムセメン ト(表2) (0) 
17 1/ トリオジンタパスタ(表2) (0) (0) (0) (0) (0) 
19 カラミン(表2) (0) (0) 
20 カラミンローショ γ(表2) (0) 
21 硫策 ・石炭酸 ・亙鉛撃擦剤(表2) O (0) 
22 複方アグリノーノレ ・チンク治(表2) (0) (0) (0) (0) (0) 

23 ジフェンヒドラミン ・フェノーノレ ・亜鉛筆リニメント (0) (0) (0) (0) (0) 

24 ブェノーノレ ・亜鉛筆リニメント (0) (0) (0) (0) (0) 
25 ホウ酸 .]j五鉛華軟官: (0) (0) (0) (0) 

26 亜鉛筆 ・豚脂軟膏叫(表1) (0) (0) 

(0) は第2部収載.

*1表1No.4ターノレパスタの改正名.
*2表1No.5ウイノレソン軟膏の改正名.

( 26 ) 



ら19年ぶりに JPVIが公布された.これは

周知のように従来の欧州|薬局方に準拠した

JPからU.S.P.を大きく取り入れた内容に

切り替えたものであった.この JPVI公布

後に国薬Iの改正が行われた.この時期には

わが国の医 ・薬学，医薬品産業も漸く敗戦の

混乱から立ち直り，医薬品の開発，生産体制

も徐々に整備された.この背景の下に表2に

示す国薬1，国薬Eと表3の JPVI，JPVII 

期の亜鉛筆製剤の変遷を見ると，わが国の薬

学，医薬品産業の進歩の一面が現われている

とも言えよう.JPIから JPXIまでの変選

を総括して表4に示す.

VIII. 考察 (Discussion)

生体機能維持のためにナ トリウム，マグネ

シウム，鉄などの有用金属のほかに，微量必

須金属としての亜鉛に関して多くの研究報告

がある 19) 亜鉛欠乏による蛋白同化不全と亜

鉛酵素の関係，s細胞でのインシュリン合
成 ・貯蔵への関与などがそれである.一方，

水銀，鉄，亜鉛などの水溶性塩類には腐蝕収

数作用がある.これらの作用の本質は蛋白変

性作用に基づくものであり，また殺菌消毒作

用の強いものも少なくない.

酸化亜鉛は水にほとんど不溶であり，した

表 4 日本薬局方に見られた酸化亜鉛製剤の変遷

日本薬局方
No 名o 

ロ口
I II ][ lV V I国 VI II国V1I ¥lIl lX X XI 

1 酸化亜鉛(亜鉛華)

2 亜鉛筆軟膏

3 亜鉛華デンプン

4 ターノレパスタ(木タール軟膏)

5 ウィノレソン軟膏
(亜鉛華 ・豚脂軟膏〉

6 亜鉛筆ゴム粋創官:

7 亜鉛筆オレフ油(チンク油)

8 皮膚剤3号
(亜鉛筆サリチル酸軟膏)

9 皮膚剤6号

皮膚剤7号
10 Vo-'eアタリノーノレ・チンク油)
皮膚剤9号
11 (亜鉛華 ・イクタモーノレ軟膏)

12 皮伊3択一ノレ ・亜鉛轍膏)
13 皮膚剤12号

皮膚剤15号
14 (複方チアントール硫黄軟膏)

15 パラ軟膏

16 歯科用パラホノレムセメント

17 歯科用トリオジンタパスタ

18 歯科用オキシパラ

19 カラミソ

20 カラミンローション

21 硫黄 ・石炭酸 ・亜鉛華擦剤

22 複方アタリノ ーノレ・チンク油

23 ジフェ-ンヒドラミン ・フェノー
ノレ・亜鉛筆リニメント

24 フェノーノレ ・亜鉛華リニメント

25 ホウ酸 ・亜鉛筆軟膏

0

0

0

0

0

0

0
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0

0
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がってそのイオンとしての作用は塩化亜鉛に

比べてきわめて少なく，濃厚な塩化亜鉛液に

見られるような強い腐蝕性を示う危険性も少

ない.このような理由により，酸化亜鉛を外

用剤として皮膚剥脱面，湿疹部位に適用する

とき， 緩和な収数作用と創傷面保護作用およ

び若干の防腐作用をあわせもつこととなる.

皮膚疾患の外用剤として国薬Iに軟膏，パス

タ剤が多数収載されたのは，この作用による.

酸化亜鉛はきわめて低毒性であるところか

ら JPXIに掲げられている歯髄乾屍剤・歯

科用トリオジンクパスタが国薬I以来歯科領

域で用いられており， JPには収載されてい

ないが歯髄覆皐(覆髄)剤として酸化亜鉛ク

レオソート製剤，酸化亜鉛ユージノール製剤

なども繁用されている.これは酸化亜鉛の外

用剤としての適用とも考えられよう.歯科領

域での酸化亜鉛の応用はJPVが公布(昭和

7年・ 1930) された当時，既にその製剤が使

用されていた事から見ても明らかで，昭和6

年 (1929)発行の歯科用医薬品の解説書20)に

酸化亜鉛配合の多数の製剤が掲載されている.

これらが第2次大戦中に公定医薬品に指定さ

れ，戦後，その中からトリオジンクパスタな

どが国薬Iに収載される経緯をたどったもの

と言える.

このように酸化亜鉛(亜鉛華)は緩和でし

かも優れた作用をもつものとして JPIから

JPXIまで， 1∞年間継続して収載されてお

り，また単味としてよりも多くの製剤の合剤

原料として用いられている.特に近年，優れ

た化学療法剤，抗炎症用薬，抗菌薬が多数開

発されたにもかかわらず，酸化E鉛(亜鉛華)

を含有する皮膚科，歯科領域の各種製剤が多

数用いられていることは，酸化亜鉛(亜鉛筆)

がいかに有用な薬物の一つであるかを明確に

示唆するものと言えよう.

IX. 結論 (Conclusion)

酸化亜鉛(亜鉛筆)は， JPIから JPXIに

至る 1∞年間 JPに継続して収載され，亜鉛

華軟膏はじめ多数の亜鉛筆含有製剤が国薬あ

るいは JPに収載されて，わが国の医療に寄

( 28 ) 

与してきた.その応用は皮膚疾患用外用剤を

はじめとして歯科用剤にも適用され，これは

酸化亜鉛(亜鉛筆)のもつ緩和な収数，防腐

作用が近年特に重視される安全性に対して大

きな有用性をもつものとして，その薬効とと

もに大きな長所と考えられる.

多くの新薬がある現在，酸化亜鉛(亜鉛華)

は必ずしも不可欠の薬物とは言えないかも知

れないが，有用性の面では現在でもその真価

を発揮しつづけている.本稿において，この

酸化亜鉛(亜鉛華)の JPにおける 変選につ

いて述べた.
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Summary 

Zinc oxide， which is used in the medical 

(and dental fIelds widely now， wae reported 

m “Materia Medica" written by Dr. Peda-

( 29 ) 

nius Dioscorides about 1， 900 years ago. 

In 1886， Japanese Pharmacopoeia CJP 1) 

was published at fIrst time and the Eleventh 

JP (JP XI) was published last year， 1986. 

Twenty-six zinc oxide's preparations were 

either included or eliminated between JP 1 

and JPXI. 

Despite the many new effective medicines 

had appeared recently， zinc oxide has still 

been useful due to its moderate astringent 

and antiseptic actions. We studied the tran-

sition of zinc oxide medicines made during 

a period of the century between JP 1 and 

JPXI. 
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『佐渡嶋採薬譜』の研究

安江政一*1

Studies on the illustrated list of products of 

Sado Island called “Sadoshima-Saiyakufu" 

Masaiti Y ASUE判

(1987年3月19日受理〉

1.はじめに

江戸時代の科学的業績の一つに本草学があ

る.w本草綱目』は江戸閉幕の噴導入され，

その研究は医薬品の開発を目的として開始さ

れたが，徐々に博物学的傾向を強め，一部は

近代植物学の域に達していた.この時代の佐

渡の本草学的業績には注目すべきものがいく

つかあって，たとえばオソパオケラ日は渡来

後いちはやく栽培に成功し，佐渡蒼J1tとして

漢渡来に劣らない上品として評価され2九朝

鮮人参の国産化においては箱蒔の発明によっ

て，安定して多数の苗を得ることに成功した.

これは薬用人参国産の第一歩3)であった.ま

た享保20年の諸国産物令に従って報告書が提

出されると，その写本が多数作られたのは，

佐渡の本草学が全国的に注目されていたため

と考えられる.この報告書『佐渡嶋採薬譜』

が江戸時代の佐渡における科学的業績の集約

であると考え詳細な検討を試みた.

2. 産物調査の全国的展開

慶長8年，徳川家康が江戸に幕布を開いた

とき，大阪城はまだ無班のまま健在であった.

戦争は必至であるのに彼はもう老境に入って

いたのである.不老長寿は覇者の最大の願い

*1新潟薬科大学

( 30 ) 

であったに違いない.この頃，林道春は長崎

で『本草綱目』を手に入れ，これを駿府に隠

居中の家康に献上した.彼はさらにこれを江

戸城へ贈った.後嗣を得ないまま40歳で没し

た4代将軍家綱の時代，すでに幕命による採

薬が行われたとの記録がある判.家康から贈

られた『本草綱目』は歴代将軍に尊重され，

8代将軍吉宗が特に力をいれたのにはいろい

ろの推論はあるが 4代 5代の将軍に嗣子

がなく 7代将軍は8歳で病没という，将軍

世継ぎが危まれる事態が続いていたこともあ

ろう.彼は家康の御三家にならって自分の子

供たちの中から御三卿を立てて後継者に不安

のないようにしたのはこの間の事情を物語っ

ている.また吉宗の本草学，洋学の奨励には

覇者による学問利用の特質が強くあらわれて

いる.

江戸幕府による国内平和の維持は文化の発

展を促し，本草学は博物学的傾向を強めて盛

んになった.金沢藩では稲若水を藩土にとり

たてて新校正『本草網目』を完成させ， w庶

物類纂』に発展させた.福岡藩では貝原益軒

が『大和本草~5) を著わして日本独特の博物

学的な本草学へ大きくふみ出した.本草学の

農学方面への発展ともみるべき山崎安貞の

『農業全書』の刊行も元禄10年であった日.ま



た人見必大が『本朝食鑑』なる庖大な実地調

査にもとづく日本の食物本草を完成したのも

元禄年聞のことで，彼が各地を訪ねて短期間

にあの大著をまとめ得たのは，全国的に研究

が普及し，どこへ行っても土地の研究者たち

から成果を吸収し得たからであろう. このよ

うな基盤なしにはあのような大事業は成立し

難いであろう.

吉宗が将軍職についたときの急務は幕府財

政のたてなおしであって，緊縮と増税，思い

きった人事の刷新を行った.民間の本草学者

丹羽正伯，野目元丈，阿部将翁らの幕臣への

とりたてはその一環である.将翁は貝母の原

植物が献上されたとき，即座に鑑定できる程

の経験をもっていた.以上の諸事実は吉宗の

就任以前に本草学はすでに長足の進歩をとげ

ていたことを示すものである.

先にのベた若水の『庶物類纂』は，若水逝

去のため 1，∞0巻の予定が362巻で途切れて

いた.吉宗はこれを幕府に献上させ，その完

結を丹羽正伯に命じた.この事業に協力させ

るため幕命をもって全国へ産物の書出しを指

示した.この命令すなわち諸国産物令わが本

草学輿隆の引き金になったとし、う見解8)があ

ったが，島田は『本朝食鑑』の解説のなかで，

『産物書出』と『庶物類纂』の内容に関係が

なL、から，この両者は偶然同時になったもの

としている剖.この頃はもう産物調査は全国

的に行われていたので‘あり，第一次産物令と

もいうべき「仰出」は享保7年，すなわち

『庶物類纂』の完結命令 よりずっと前に出さ

れていた10) 幕府の命令によって研究が始ま

ったのではなく，すで十こ全国的にひろがって

いたものを，幕府がまとめて組織化したとい

うべきであり，組織化もまた学問の発展に必

要な時期がある.

いま幕府が薬品あるいは産物の調査をどの

ように展開したかを， w佐渡年代記』 から捨

ってみると次のようになる.

1. 享保5年，当国産薬種書出 (1720)

2. 享保6年，当国自生人参調査 (1721)

3. 享保7年，幕府採薬使来る (1722)

4. 享保15年，佐川、|図上成立 (1730)
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5. 享保20年，諸国産物令 (1735)

6. 元文2年，佐渡嶋採薬譜成立 (1737)

7. 寛政4年，当国産物書出 (1792)

以上のうち野生人参存否の調査は佐渡に限

られたものであるが，これも全国の薬物，産

物調査の一環であり，佐州図上も佐渡に限ら

ず各地に何々州図上なる類似本がいくつかあ

るから11に何らかの幕府の指示があったもの

と思われる.このように享保20年の諸国産物

令以前に薬物あるいは産物の調査が行われて

いたのである. 1享保乙卯諸国ェ産物御尋案

文J(諸国産物令の前半)は徳川実記によると

『庶物類纂』編集への協力のためで、あるかの

ようにかいであるが12に実際に原文をみると，

解答例から始まって各条項の終りの注意書

によって答のかき方まで示し，同じ物でも名

称が異なれば幾通りでも名をかき上げるよう

指示するに留まり，他の事業への協力のある

なしなどわからない.w庶物類纂』にとりあ
げる物品がわが国にもあるか否か，あるとす

れば何かを知るために産物の書出しは必要で

あり，事実そのように利用されているが，類

纂増補命令より薬物調査命令の方が先に出て

いる.それ故享保20年の諸国産物令によって

本草学が盛んになったのではなく，すでに開

始されていたものに拍車をかける効果を示し

たとみるべきである.幕命とは関係なく本草

学は貝原益軒の『大和本草』の出版をきっか

けとして博物学的方向への発展を開始し，こ

のような風潮の中で 『庶物類纂』の増輯とな

り，幕府の産物調査が行われたということが

できる.w大和本草』の 出版こそ江戸時代の

本草学発展の模機であり，推進力であった.

なお産物令には幕府財政たてなおしの底意

もかいまみえる.産物の分類は『本草綱目』

にならって穀類， 菜類，魚類，金石類などと

なるべきところ，金属だけは1類にまとめず，

金，銀，銅，鉛など1種1類のような取扱い

になっている.幕府初期の佐渡金銀山の夢の

再来に期待をかけていたようにみえる.

3. W佐渡嶋採薬譜』の成立

『佐渡嶋採薬譜』は享保20年の諸国産物令



に応じて幕府へ提出するために作られたこと

は『佐渡年代記』ω，w佐渡名勝志~l4l， W佐渡

人物志t5>などの記載および採薬譜のー写本
永田本の後記16>によって明らかである.上中

下3冊からなり，上は産物目録，中下2冊は図

譜である.目録は諸国産物令に従って島内村

々から書き出された産物報告書を奉行所に集

め，大平道悦が整理し，産物令の指示に従っ

て分類配列した.中下2冊は道悦および藤沢

長達の2医立合の上絵師山尾衛守m と古河主

左衛門が模写して作ったと記されている.模

写した原図は何であったかかいてないが，こ

れより前にできている佐渡の産物図譜といえ

ば『佐州図上』よりほかなく，その序文には

享保15年春分の日の目付がついている.記録

には78図とあるが，国会図書館所蔵の稿本の

図は59に減少している.この点についてはさ

きに， w佐州図上』が市中に出たときは綴じ

られていなかったと推定した.享保15年， 78 

枚もできた図を 1冊にまとめるべく濯園道人

に序文を求めたが，この序文の中で道人が耳

にしていただけのことをもりこんだため，事

実に反する記述を生じ役所として績じて完

成することができなかったと考えられる. 享

保15年頃の佐渡であれば，正伯の佐渡採薬と

か長達との会談などあり得ないことは明白で

あったに違いない.この図集は続く産物調査

の参考として利用されていたが，採薬譜3冊

の完成でその使命は終ったから束ねたまま保

管され，何らかの機会に民聞に放出され，序

文の誤った内容から岩崎纏園序文，丹羽正伯

採薬，藤原長達手写などというあり得ない事

項が記入されることになった.この期間中に

若干の図の紛失を来たして減少したものと思

われるが， w佐州図上』稿本は『佐渡嶋採薬
譜』の図説部分の原本であることに疑いない.

この図説部分には薬用関係記述は全くない.

4. W佐渡嶋採薬譜』の内容

本書には作成の目的も成立の過程もかくこ

となく，いきなり穀類として種名の列挙を始

めている.指示には同一物でもすべての呼び

名をあげよとあったから，穀類最初の米はウ
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ルチ， ワセ，モチの3種にわけ，それぞれ29，

9， 22種あげてあるから，米だけで60種にな

っている.これらの名のうち人名，地名，寺

名などあるのはその品種を部落にもたらした

人，寺または僧，あるいは持ちこむ前の産地

名であったと思われる.このような各地にお

ける特別な呼称が種として数えられているか

ら，種類を示す数は学問的にはあまり意味は

ない.穀類は豆類などの雑穀を加えて 112で

あるが，舟崎文庫本も内閣文庫本も 102種で

あるのは写すときの脱落による減少と思われ

る.

次の菜類にはダイコン，カブラ，ネギなど

いわゆる野菜とともにタデ，スベリヒユ，ハ

コベ，タンポポなどがあげられ，その次に菜

糧方言未考分があって49種あげてある.これ

ら菜類には野菜と食用野生植物が含まれ，飢

鐘のときの救荒を意識したものと思われる.

『菜糧方言』未考分の中にカタハナが入っ

ている.この植物は図説部にもあって，京師

加賀越前共方言カタコ，一名カタ クリとのベ，

花はユリに似ていると説明してある.図説し

たものを未考分に入れるのは検討不十分と思

われるが，これは植物の正名を漢語としたた

め，漢名のわからないものをまとめて未考分

にしたらしく，この部分の名はすべてカタカ

ナがきである.そしてこの中にウ シコロシノ

キノハ， トウコーボウノハ，イツカキノキノハ
ウョギ

など救荒用の草木葉もあげである.五加木を

イツカキにしているのは漢字を勝手なよみ方

をしたための誤と思われる.

この未考分は産物令中の一項目， r城下町
方にては給山ベ申さず候えども，辺土の百姓

は給ベ申す物」の例として示されている大豆

葉，野アサツキ，まむし，いなごなどに対応

させて救荒植物をあげたものと思われる.こ

の未考分の内容は，異なる人物が佐渡という

限られた地域の産物を調査したとしても，完

全に一致することはあり得ないであろう.と

ころが『佐渡産物帳』その他類似の名称のつ

いた 『佐渡産物目録』にはこの未考分の記載

が菜類の次にあって，列挙する品名まで一致

するのである.



菜類の次に産物令に示されていない海藻類

のあるのは注目される.海にかこまれた島国

佐渡の特徴を示すものであった.この次にも

『海藻菜糧方言』未考分があって19の名があ

げである.この未考分も漢名が不明ですべて

カナでかかれ， w莱糧方言』未考分と並んで
産物目録に編入されているから，これらの写

本はすべて同ーの原本， w佐渡嶋採薬譜』の

写しであるとの判断を導くものである.

次に菌類，瓜類とつづいて草類になる.菜

類と草類の違いは食用か薬用かのようである

が，用途不明のものも草類に入って博物学的

方向への発展が準備されていた.この草類と

いう類も産物令にない項目である.この類が

薬用であることは冒頭に採薬使元丈らの教え

た24種の薬種をあげ， r右24種は当国の薬種，
他国へ売買の分」と注記していることから明

らかである.この24種は草だけではなく辛夷

や杜仲のような木も含まれるから薬種とよぶ

べきところであった.続いてキキョウ，スイ

カズラ，カ y コウなど数十種の佐渡に野生す

る薬草があげであるが， レンギョウ，アマチ

ャ，テイカカズラ，マタタピ，キヅタなどの

木や木本性の蔓性植物も入っているのは明ら

かに薬用を基準にまとめたものと思われる.

産物令の前半「御尋案文」には薬用のことは

なくはなはだ簡単であるが，後半の「和薬

種」の部分は非常にくわしかった.その内容

は現在の薬局方に相当するもので，江戸時代

の和薬種取締規則「和薬種六ケ条」叩と同文

であって，産物調査とは関係なく，答える必

要のない，あるいは答えようのないものであ

った.しかし幕府から間われる立場の佐渡奉

行所では薬種類をまとめて， w本草網目』に

ならって草類をたてたものと思われる.産物

令そのものの体制がととのっていなかったか

ら，答の方は一層混乱するのはやむを得ない.

草類の中にも和名だけで漢字のわからない

ものが10種含まれているが， r方言未考分」
としてまとめてはいない.成立当時の草類の

数は195種であるが写本類で、は167に減ってい

る. w佐渡人物志~15) に155となっているのは

誤記であろう.
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以上主として陸上の植物についてみてきた

が，このほか動物，鉱物については筆者の力

が及ばないので割愛した.

図譜についても陸上植物についてのみのベ

る.この時代はまだ西欧の植物学や植物図鑑

の影響はないから，図は精密とはいし、難いが，

果実を結ぶ木には花とともに実を示している

のは注目に値する.ただ，一つの枝に花をえ

がき，他の枝に熟した実をつけるような画き

方は写実的というには程遠い.図の説明には

何々は何々に似てとL、う相対的な記載が多く，

最後は形状は図の如しで終っている.これよ

り早く正徳2年 (1712)に脱稿したといわれ

る寺島良安の『和漢三才図絵』における植物

図や解説に比べて進歩はみられない.また図

の中には重要な薬用植物は一つも見当らない.

図説，目録共に薬用としての記載は薬草24種

として名を列記するほか，採薬譜という書名

にもかかわらず薬用から完全にはなれて博物

学的内容になっている.

5. W佐渡嶋採薬譜』の写本と類似本

採薬譜の写本は新潟県沢海の北方文化博物

館と国立公文書館(内閣文庫)に1部ずつ所

蔵されているが，原本の存否はわからない.、

佐渡高等学校所蔵の舟崎文庫にある写本は萩

野由之博士による明治中期の手写本であるが，

図説部分を欠いている.北方文化博物館本に

は表紙の題筆に『佐渡嶋採薬譜，上中下』と

あるが，内容は3冊を 1冊にまとめたもので

ある.国会図書館所蔵の『佐州産物志~ 1冊

は図説部分が先になっていて別の著作のよう

にみえるが，内容をよく調べると採薬譜に一

致する.すなわち産物目録の菜類と海藻の次

に，同一内容の「菜糧方言未考分」がついて

おり，図説では解説文が略同文であり，図の

形が産物によって一定で，植物でも動物でも

同じ物は同じ構図でかし、てあって，同ーの図

を写したと考えるよりほかない共通点をもっ

ている.北方文化博物館では『佐渡嶋採薬譜，

上中下~ 1 冊と 『佐州産物志，全~ 1冊とを

対にしているが，一般には別になっていたと

思われる.独自に佐渡叢書を編集した萩野博



土はこの2書を別の巻に入れているからであ

る.この両者の差は図譜と目録の順が入れ違

いになっているだけで内容は一致する.

採薬譜中の産物目録は大平道悦が編集した

ことはすでにのべたが，その書名は『佐渡産

!物帳』であった15) このように採薬譜と産物

志は始めから同一物を指す異名のような取扱

いであった.その上採薬譜全体の中で医薬に

関する部分といえば24種の薬物名を列挙する

だけで， 目録も図説も産物の記録であったか

，ら，写本の多くは産物志の名をとっている.

佐渡の産物調査に関する文書には『佐渡嶋

採薬譜~， w佐州図上~ ， w佐州産物~， w佐州産

物志~ (1冊本と 4冊本あり)， w佐渡産物帳』

その他大同小異の名称の写本が多数あるが，

.佐渡における産物調査書は幕命をうけて赴

任する奉行が中心になって奉行所で集めた資

料によって作られたものであり，その過程は

f佐度年代記』によづで知るこ とができる.

そして 『佐州図上』と『佐渡産物帳』をまと

めて3冊とした『佐渡嶋採薬譜』が完成の姿

であった.

以上の研究から延享2年「丹羽正伯佐渡採

薬記を著わしたJ20)は誤伝であり，国会図書

館所蔵『佐抄図~ 3冊，藤南川著は『佐州図

上』を3冊に分けただけの写本を藤沢長達2日

の著とした偽作というべきである.

『佐州図上』は現存する他の何々図上とい

う写本類に比べて特によくできているが，幕

命によって各所から提出された産物書の中に

おける『佐渡嶋採薬譜』は特筆すべきものと

は考え難い.それにもかかわらず佐渡の産物

書だけが多くの写本が作られたのは何故であ

dろうか.佐渡は蒼J!l;，人参などで本草学上注

目されていただけでなく，佐渡奉行所地役人

の事務所兼宿舎ωが江戸にあって，ここに産

物調査書がおいてあったためと思われる.

採薬譜写本の一つの河田本の後記山に石谷奉

行23)と石野奉行叫が江戸詰になったとき，広

l間にあった採薬譜の写本を作らせている.こ

れら奉行が写本を私物にしたとは考えられな

いから江戸へ持参して事務所におかせたと

思われる.現在岩瀬文庫に佐州産物莱霞堂自

筆本があり，この複製が杏雨書屋にあって莱

霞堂著となっている.木村巽斉が江戸で写し

たとみるべきであろ う.江戸詰組頭以下の常

駐する事務所は気易く出入りできる故，多く

の人々によって写本が作られたと思われる.

6. 佐渡産物絵図追加の時期

元文2年 (1737)，W佐渡嶋採薬譜』が完成

したと.き同じものが3部作られ 1部は奉行

が江戸へ持参して幕府へ提出し 1部は奉行

所広聞におかれ，もう 1部は大平道悦宅にあ

った13) その後奉行所で写本が作られ，江戸

の事務所におかれたであろうことはすでにの

パた.写本が作られるとき，転写を重ねるに

つれて絵図の形はくずれ，目録は写し落しに

よっ・て減少し，退化がおこるだけである.そ

れにもかかわらず現存する図譜写本には，わ

ずかながら産物の追加がみられる.すなわち

『佐州図上.lI(佐渡博物館所蔵)と 『佐渡国物

産~ (国会図書館所蔵)の2書には黒萩と白

首の2図が追補されている.図には名称のほ

か何の記載もなく，図も大雑把になっている

のですぐ判別できる.さらに4冊からなる

『佐渡産物志』には上の2種のほか，さらに

4種追加して次のよ うに記してあるが解説は

ない.

1)はり千本，虎魚，本草;2)小ばん魚，

海島逸誌;3)黒はき，石長生，本草;4)白

よもぎ， 白禽， 本草;5)神矢の根，石湾，

本草;6)たこぶね.

以上追加産物をもっ写本類にはいずれも，

誰が，いつ，どこで，何を写したかを記した

ものがない.それ故これらの追加がどのよ う

にして行われたか全くわからない.そこでこ

れらの産物がいつ頃から佐渡で知られるよう

になったかを佐渡の文献について調べた.石

，野奉行の著書『佐渡事略』は後任奉行への申

送り，あるいは事務引きつぎのための文書と

もいうべき内容で，佐渡国の面積，人口，歴

史などから始めて鉱山の営業上の習慣から産

物までにわたる佐渡全般について略述したも

のである.この産物の記述において元丈らの

教えた24種は少なすぎること，石野着任のと
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きの巡村によってもっと多くを見たといい，

元丈らの和名や解説の誤を指摘している.こ

の中に産物名がし、くつもあげられ，小ばん魚

を除く 5種類は本書完成の寛政3年までには

知られていたことがわかる.また『佐渡年代

記~25) によると寛政 4 年に産物の書出しをし

た旨の記載がある.この萌は松平定信(吉宗

の孫)による寛政の改革が行われており，定

信は享保の改革を範とする旨の宣言をしてい

たから，吉宗の産物調査にならって何か産物

調査についての指令を出したと思われる.年

代記には薬種24種，石類17種の名を列挙する

だけで，他の産物のことも図説についてもの

べていないが，このとき幕府へ提出した文書

が4冊本の『佐渡産物志』であったと思われ

る.

この4冊本の産物志は前記6種の産物図の

追加はあるが，その他の図は『佐州図上』の

図と解説の転写にすぎず，図のくずれがひど

く図説としての価値ははなはだおちている.

追加函も粗雑で、あり，解説を欠いている.さ

らに第3，第4の2冊は鉱山関係の調査で、あ

るが，採鉱から選鉱を経て役所への買上げま

での作業や商習慣などが，ことこまかに記し

てあるが，産物の調査とは関係がない.した

がってこの4冊本の産物書と称する文書は外

見上の体裁だけととのっているが，内容は

『佐州図上』とほぼ同等で，産物書と しての

価値ははなはだ乏しいものである.成立の時

期は亭保，元文よりはるかに下って寛政初期

のものであろう.鉱山関係記述の内容は石野

の『佐渡事略』との共通点が多いから，独創

的調査ではなく，何かの著作の写しと思われ

る.

採薬譜成立の後も佐渡地役人と土着の学者

による地道な研究は続いていた.文化年中

(1804~ 1818)，佐渡奉行の命によって佐渡

出身の地役人田中従太郎は26)西川明雅と共に

『佐渡志』全15巻を編集し，その第15巻に産

物をまとめた.この産物書は分類を産物令か

ら 『本草網目』にもどし，物品名の重複を排

除し，薬用とともに主な用途のみ記し，本草

学的調査書として完成した.図譜は博物学的

なものを削除して『佐渡志』全15巻にわたる

ものとして地図，風景，寺社などが多くなり，

産物は有毒植物数種に留めた.地誌としての

体裁をととのえたものであるが，産物調査書

.としても，もっとも信頼のおけるものとなっ

ている.

7. む 、すび

8代将軍符UII吉宗は和薬の調査とその使用

を奨励して産物調査の気運を全国にひろめた

が，その経過は『佐渡嶋採薬譜』の成立過程

右手、『佐綾年代記』によって調べることに孟っ

てあとづけることができる.すなわち享保5

年 (1720)に始まる和薬調査，公儀採薬使の

来島， w佐州図上』 ρ成立，諸国産物令によ

る全島的産物調査を経て『佐渡採薬譜』の成

，立となった.この過程は大体全国一様におこ

ったことであるとともに，佐渡での産物調査

はこのほかにはあり得ない.現在多数存在す

る佐渡の産物書はすべて採薬譜の写本または

部分的写本であうて，転写の聞に書名を変更

したり;記載順をかえたり，抄録および脱落

‘を生じたりして多様な形態をどるに至ったが，

i内容は変わっていなト.これらのうち，採薬

譜の原本の存否はわからないが，.w佐川図上』

だけ稿本が残り，作成に関与した学者の名が

いつわって記入してあるが，内容は採薬譜の

( 35 ) 

4図説部分として取り扱うことができる.これ

tこ『佐渡産物帳』を合わせて3冊としたもの

が『佐渡嶋採薬譜』である.

採薬譜成立の後，文化年中，佐渡奉行の命

によって田中従太郎は西川明雅とともに『佐

渡志~ 15巻を編集し，その第15巻に産物をま

とめた.この産物書は分類を『本草綱目』に

合わせ，物品名の重複を除いて本草学的産物

調査書として完成した.
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Summary 

Studies on "Sadoshima-Saiyakufu" 

In 1737，“Sadoshima-Saiyakufu" was ed-

( 37) 

ited into three volumes by uniting two 

b∞ks，“Sashuzu， the first volume" and 
"Sado-Sanbutsucho." The editors were two 

doctors named Doetsu Ohira and Chotatsu 

Fujisawa. This work was prepared by the 

successive magistrates of Sado district who 

were ordered to investigate the domestic 

products of Sado island by feudal govern-

ment. 

There are many other ancient manuscripts 

concerning with the investigations of the 

domestic products in Sado district. How-

ever， they can be regarded as the copies 

of “Sadoshima-Saiyakufu" in any respects， 

because the director of the investigation 

was always the magistrate of Sado district 

and all collected materials were preserved 

by the magistrates， thus“Sadoshima-Sai-

yakufu" was the sole source for the copies. 
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c. P.ツユンペリーと日本(第 1報)
ツュンペリー来日の背景

高橋文*1 川瀬清*2

C. P. THUNBERG and his voyage to Japan (1) 

The background to his voyage‘ 

Fumi T AKAHASHI本1and Kiyoshi KA W ASE叫

(1987年3月30日受理)

1.はじめに

ツュンベリー(CarlPater THUNBERG， 1743 

~1828) は， 1775年(安永4) 8月にオラン

ダ商館医として来日し，翌1776年(安永5)

江戸参府旗行に参加し，同年12月帰国の途に

ついた.

約16ヶ月の滞日中に，日本の医師や通調ら

と交流を結び，彼等にヨーロッパの医学，植

物学等を教える一方，彼等を通して多くの日

本の植物，動物等を収集，観察し，また日本

の文化や民俗等の知識を得た.

母国スウェーデンに帰国後は，ウプサラ

大学教授そして学長となり， ~日本植物誌』

“Flora Japonica"や『ヨーロッパ，アフリカ，

アジア旗行記』“Resauti Europa， Africa， 

Asia，， 等の著書を著わした.

前者はリンネの分類方式に従って，初めて

日本の植物を分類著述したものと して，そし

て後者は当時の日本をヨーロッパに正しく紹

介した著書と して1にまた1700年代スウェ ー

デンの最も著名な書物のーっと してへ 高く

評価されている.

また1976年(昭51)は， ツ・ュンベリ 一江戸

参府200年を記念して，スウェーデン大使館

と日本植物学会によるツュンペリ ー来日 200

年記念行事が催され，今日的な課題としての

ツュシベ リー来日の意義が間い直され，その

記念誌も上梓された3，4)

筆者の一人高橋は， 1976年(昭51)に日瑞

基金の奨学金により，スウェーデンにあるツ

ュンベリ一関係資料等を調査研究する機会を

得て，ウプサラ大学図書館に保存されている

膨大なるツュンペリーあて書簡集をはじめ多

くの資料を閲覧し，いくつかを複写すること〉

ができた.そしてこれらの資料に基づき，

1977年(昭52)から「ツュンベ リーの来日と

その意義」と題lてて，主に日本薬学会薬史学

部会にて報告を試みてきた.今後，ツュンベ

リーが日本に係わる部分を中心に，順次文章

化していくつもりである.

本報では，スウェーデγ人ツュンベリーが

出島のオランダ商館医として鎖国下の日本を

訪れるに至った経緯を述べ，日本訪問に関し

フランスから師リンネ (Carlvon LINNE， 

1707~1778) にあてた書簡，それに対するリ

*1日本ツュソベリー協会 ThunbergSociety 01 Japan. Yushodo， 29， Sanei.cho， Shinjuku.ku， Tokyo 
160. 
叫東京薬科大学 TokyoCollege 01 Pha門nacy.1432-1， Horinouchi， Hachioji 192-03. 

( 38 ) 



ンネの返信を紹介し，またリンネの門弟中に

占めるツュンベリーの位置を考え，そして二，

三の考察を試みた.

2. ツュンペリーとフランス留学

ツュンベ リーは1743年11月11日，スウェー

デンのスモーランド地区 (Smaland)イェン

ショピン (Jonkるping)に生まれ，基礎学校

までをここで過ごした. 父親は簿記係であ り，

商人であった5> ¥ 

1761年， 18歳でウプサラ大学に入学し，医

学，博物学を学んだ. ウプサラ大学には，ス

{モーランド出身の医学教授リンネがいた.

1770年， リンネとその同僚教授シドレン

(SYDREN)により博士論文の審査を受け，同

年奨学金を得てさらに医学の研鎖をつむため

に8月13日，ウプサラを立ってパりに向かっ

た.

9月中旬，スウェーデン南西部へルシンボ

リイ (Helsinborg)から船で出航するが，そ

の時の感慨を旗行記の冒頭に次のように語っ

ている."9月15日，私はなつかしい祖国を離

れた.遠隔の地への 9年の歳月にわたる長い

放のあとに，再び祖国と相見えるなどとは，

露程も考えなかった吋

1770年10月5臼，アムステルダムじ上陸し，

携帯したトラ ンクの検疫のため，ここで6週

間の滞在を余儀なくされた.その聞にアムス

テルダム在住の著名な植物学者，ヨハネス ・

ピュルマン(JohannesBURMAN) とその息

子ニコラス ・ピュルマソ tNicolausLaurent 

BURMAN)を訪ねることができた. ヨハネ

ス・ピュル，マンはリンネの親友であり，また

ニコラス・ピュルマンは10年前にウプサラ大

学のリンネのもとに留学していた.

ツュンペリーは毎日彼等の家を訪ね，その

豊かな自然収集品を観察し図書室を利用;した.

そして N.ピュルマンが収集したスウェーデ

γの植物標本中，未知のものについて即答し，

ピュルマンを驚かせた.

このようなツュンペリーの植物に関する深

い知識と有能さに感銘したピュルマン父子は，

オランダの富裕な植物愛好家らの費用で， ツ

( 39 ~ 

ュンペリーを博物学者と してオランダ東印度

会社の貿易地に派遣することを思いついた.

リンネには手紙でその計画をつげて，ツュン

ベリーの人柄をたずね，そしてツュンペリー

にはその実行をすすめた.

11月5日，ツュンベリーはようやくオラン

ダ港テクセル (Texel)を出港し，イギリ不

運河をルアン (Rouen)まで運ばれ，ここで

郵便馬車に乗りかえ12月1日，目的地パリに

到着した.

当時医学水準の高かったパリに7ヶ月滞在

.し，約3，α治名の学生と共に医学を学び，そ
して1771年7月18日パリを立ち 8月30日に

再びアムステルダムに到着した.

このように，ツュンベリーがフランス留学

途上に滞在したオランダで，東印度会社のい

ずれかの貿易地への放が提案されるが，それ

が日本までと具体化するのは，ツ iンベリー

のパリ留学中でありア ムステルダム在住の

ピュルマン父子の斡旋と協力による所が大き

いと言えよう 7，ρ

3. ツュンペリーとりンネの書簡

ここに紹介するツュンペリーとリンネの往

復書簡は，日本への放に関する内容であり，

各 2通，計4通である.

ツュンペリーから リンネに宛てた書簡原本

は，ロンドンのリンネソサzティ ーに保存さ

れており，ウプサラ大学にはその筆写がある.

またリンネからツュンベyーに宛てた書簡原

本はウプサラ大学に保存されている.以下に

記す和訳は，前者は筆写から後者は原本から

試みた.書簡の発信日，発信地等は次のよう

である.

発信日 発信地発信人受取人

(1) 1771. 4. 4 パ リ ツュンベリー
リンネ

ウ フ リンネ ツュン(2) 1771. 4. 27 サ フ ぐ〈リー

(3) 1771. -7. 20 /レアン ツaン リンネ
ベリー

ウ フ
リンネ

ツュン
(4) 1771. 11. 1 サ フ ベリー



1) 1771年4月4日，ツュンベリーからリ

ンネへの書簡

ここではピュルマン教授により日本への放

が提案されていることと，それについての師

リンネの意見を求めており，そして放に必要

な情報を依頼している. “もし先生が， 私に

この件を奨められるのであれば，この放で私

に必要な情報をお教え下さいますようお願い

申し上げます. メンツェルとケンベル以外に

誰か植物学者が日本へ行ったことがあるかど

うか，また日本の植物が発表されたことがあ

るかどうか，私は知りません"と認めている.

植物学者として， 日本の植物をヨーロッパ

に紹介する可能性に対する喜びゃ期待，そし

て未知の放への不安等， 28歳の学徒の心が伝

わってくる.

高貴なる先生殿

なつかしい祖国を立ちましてから，ここに3通

目の手紙を認めまして，先生に心からの敬意を

表しますと共に，いつも変わらない先生の好意

ある助言を賜りたく存じます.昨年，オランダ

に参りました際に，ピュルマン教授に，安全な

旅ができ，しかも十分に生計が立てられるので

あれば，植物学者としてケープまたはセイロン

に旅をしたい旨を申し上げました.ピュルマン

教授は，そのことに賛成され，さらになんらか

の方法を講じる旨を約束されました.数日前に

教授からの手紙を拝受しましたが，そこには私

の日本への旅行を申しのべられ，しかもそれは

来年の秋にということでございます.旅の方法

は教授の意見では，私が外科の試験を受け上級

外科医として船に勤務するというものでありま

す.採集のための費用は教授が調達されます.

それ以上に詳しくは書いてありませんが教授は

私がそれで良し、かどうかをできるだけ早く知る

ことを望んでいられます.そのことにより，こ

のことに関してさらにお骨折りをつづけられる

ためであります.解剖，外科および産科学に関

しては， パリで多くのことを学ぶ機会を得まし

た.しかし夏には，ここでは何も得ることはあ

りません.そこでここ 3ヶ月は，パリ市内や郊

外の植物園を訪れ採集をしたあと 7月初旬に

は当地からオランダへ行こうと考えておりま

す.来年の冬いっぱし、パリに留まることは期待

できないからであります.オランダでは日本へ
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の旅についての条件や状況についてより詳細な

情報を得ることができます.数日後にピュルマ

ン教授に手紙を書きます時は，旅の実行は，極

めて意にかなったことであることを述べ 7月

初旬に最終的な返事をさせて頂きたいとお願い

します.どうかこのことに関する先生の好意あ

る助言を心からお願い申し上げる次第でありま

す.オランダに着きましたら， ピュノレマン教授

よりこの旅行に関する状況をより詳細に知らせ

て頂くことができます.偉大にしてすぐれた師

である先生に対して，最大の尊敬と感謝の気持

ちを抱いておりますものとして，長年にわたり

賜りました先生の格別の御高配を，この件につ

きましても賜りたく存じます.もし先生が，こ

の件を私に奨められるのであれば，この旅で私

に必要な情報をお教え下さいますようお願い申

し上げます. メンツェノレとケンベル以外に，誰

か植物学者が日本へ行ったことがあるかどうか，

また日本の植物が発表されたことがあるかどう

か，私は知りません.

スウェーデンの植物や論文等と交換に得た種子

を，ここにお送り致します.ウプサラ植物園に

はないと思われる植物を，夏に見付けることが

できましたら，先生の御要望にこたえるという

ことを，私は決して忘れてはおりません.

今日， JUSSIU教授を訪問させて頂きました.

お元気でいられ，先生によろしくお伝え下さい

ということでした.

変わらぬ最大の尊敬をこめて，

高貴なる先生，

パリ 1771. 4. 4 

従順なる下僕

カール ベーテノレ ツュシベリー
¥ 

2) 1771年4月27日， リンネからツュンベ

リーへの書簡

リンネはウプサラから早速，パリのツュン

ペリーに宛て返信を認め，日本への放を奨め

ている.理由として，植物学者が日本へ行っ

たことがないこと，スウェーデンあるいはヨ

ーロッパで、は日本からの植物が最も少ないこ

と，日本への放は想像ほどに危険ではないこ

と，スウェーデン東印度会社船ではなくオラ

ンダ東印度会社船の勤務医として行けること

等をあげている.



そしてケンベル (EngelbertKAEMPFER 

1651~1716) の『廻国奇観』“Amoenitatum

Exoticarum" (1712)中にある植物名と頁数を

あげて，その植物が何であるかをツュンペリ

ーが解明するまで生きたいと 望み，“ケンベ

ルの不完全な目録を見ると，そこにはどんな

に豊富な事柄が発見されるかということが分

かります"と述べている.

さらに医師ツュンペリーへの期待をこめて

“貴君が日本で3人目の名医になることを考

えて下さい.ケンベル， クライエルそして貴

君と，神は以前にやったように今後もやるこ

{とが出来るでしょう"とつづけている.

ここにはまた，神の全能は自然の中に表わ

れており，自分は自然の神秘に道をつけるた

めに神により選ばれたのであるというリンネ

の信仰が語られている町.

なおクライエルは， 1682年にオラ ンダ、商館

長として来日した医師であり，日本の植物に

関する書簡をメンツェルに送り，メンツェル

はこれに基づき『日本植物誌』を発表してい

る10>

修士殿

ここに3遜の手紙および種子についての御礼を

まとめて申しあげます.

日本への旅は容易ならないことであり，中国

へ行〈程に遠隔の地であります.その旅をした

ことのない者は，聞くだけで自のくらむ思いが

します.しかし，インドへ 1~2 回行ったこと

がある者は，我々が大学に行くのと同じ位に考

えます.真の自然科学者と してそれを経験した

時は，数年間のそのような旅は，条件つきの10

回の旅よりも意味のあるものとなるでしょう.

専門の植物学者が，過去に日本へいったことは

ありません.自然科学の分野では，日本からの

植物が最も少ないのです.大きく得ょうとする

ものは，非常な困難に挑まなければなりません.

思うままにやりなさい.そうすれば，貴君は自

分の使命を見出すでしょう.貴君が植物学や昆

虫学に大きな興味をもったことは numineな

しにはあり得ないでしょう.それを神は我，々に

明らかにしたかったのです.運命が 1回以上の

機会を我々に授けるのは稀です.あえてそれを

受け入れる時は，成功するかあるいは不成功に

( 41) 

終わるかL、ずれか一つです.その時は，神がそ

れを我々に授けたかどうかを確かめるべきです.

おわかりのように，神はその気持ちを前もって

我hの中にうえつけられました.それは神自ら

がなされたのですから，すべてを良い結果に導

くことができます.

次の植物が何であるかを貴君が教えてくれる

まで生きていることが出来たら，嬉しく思いま

す.

ケンベルの廻国奇観. 774 Nagiあるいは ぎ

よりゅう

797ー-Tobera

809一一一Sicku
811-Gingko，我々の植物園にもあるが

花も実もみられない

874一一-Mokokf
881--Somoアニスあるいは花のある同種

879一一ーObaiまた同種は Carolinaにみら

れる

ケンベルの不完全な目録を見ると，そこにはど

んなに豊富な事柄が発見されるかということが

分かります.貴君がこの大きな危険に挑まれる

のであれば，いくつかの観察することをあげる

ことが出来ますので，そのことをお知らせ下さ

い.貴君が日本で三人目の名医になることを考

えて下さい.ケンベル，クライエルそして貴君

と，神は以前にやったように今後もやることが

出来るでしょう.たとえそうならなくても，全

ヨーロッパは，貴君を自分達のものと考えてお

ります.日本への旅は，母国で考えている程に

危険ではありません.一番の危険は，スカンジ

ナピア沿岸です.あとは大半が，スウェーデン

から中国に向けて吹く恒風にのっていきます.

オランダからの方が危険は少ないのです.

中国向けョーテボリイ東印度会社船の医師の職

を，多くのスウ zーデン医師が望んでおりしか

も得られないのに，ましてや外国船に同じよう

に勤務し，さらに世界で極珍しい国，日本を見

ることが出来るということを貴君が望むのは，

当然でありましょう.

敬白

修士殿

ウプサラ 1771. 4. 27 

カール・リンネ

ANNERSTEDT教授はお気の毒に，今春をこ



せるようには見えません.

3) 1771年7月20日， ツュンペリ ーからリ

ンネへの書簡

パ リ留学を終えてツュンペ リーは 7月18

日ルアン経由でアムステノレダムに向か う.19 

日ルア ンに到着，翌20日ウ プサラの リンネに

宛て手紙を認めている.

ここでは最初の予想に反して， オランダ側

の事情により日本への旗が難色を示している

こと，不可能な場合の第2案と してアジア諸

国への放を望んでいることを述べ，そして外

国で、観察すべき事柄についての指示と，放に

関する助言を求めている.

鎖国下の日本へ上陸するこ との困難さや，

パタヴィアの東印度総督の権限の強さなどの

一端をうかがうことができる.

先生殿

ピュルマン教授の手紙を拝受し， 教授御提案の

東インド旅行についての御意見を頂きましたの

で，約束通り，そのことについて報告させて頂

きます.教授が言われるには， インドにL、る総

督の許可なしには，オランダ領イン1 ドに旅する

ことは出来ない，従ってオランダにいる総督の

権限では同種の許可は与えられないということ

であります.そのために教授は，日本に旅する

ことが出来るということを，はっきりと約束でき

ないというこどであります.教授は，私が東印

度会社船の上級外科医として通常の.条件で雇用

されることをすすめられ，そしてオランダにい

る一番有力な総督からイン.ドの総督にあてた推

薦状をもらうことを約束され，そうすれば有益

な旅ができるであろうと言われます.また教授

は，総督達は毎年春に集まりますが，旅の許可

が得られるかどうかは，パタヴィアにいる関係

者らの同意による所が大きいと言われます.こ

れらがうまくいかない場合は，母国に帰るか，

そのまま留るか，またはセイロン，ジャワ，ア

ンボイナ， 日本，支那等，国から国へと船旅を

するか，ということも書いていられます.

私は既にピュノレマン教授に，たとえ旅行がそ

の計画や希望よりもさらに有益でないとしても，

この名誉ある申し出を喜んで受ける旨を認めま

した.私に残されている旅の後半を，このよう

な旅で費やす以上に有効に過ごすことは出来な
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いと考えるからであり、ます.そして神が私に健

康を許される限り，最も有益に過ごしたし、と望

むからであります.

しかし生きている限り，私の心や喜びのすべて

は神の御心のままであります.そして 2~3年

後あるいは 4~5年後に私の収集物を先生の足

下に並べることが出来るであろう，そして先生

が私に初めてともした博物学への炎や，先生の

指導のもとに，その貴重な知識を通して私が計

り知れない恩恵を蒙った進歩に対して，先生に

心からの恩義を表明し，感謝を申し上げること

が出来るであろうという明るい希望を，私は心

ひそかに抱いているのであります.私が先生に

対して抱いている崇敬の念は，名状しがたいも

のであり，文字では表せないのであります.そ

して博物学に光をともした他の先生方を知れば

知る程，その念は日毎に大きくなります.それ

は先生と比べれば，どんよりした松明の如きで・

あります.恵みの神が，先生の生命と健康を全

学界の利益のために久しく支えられんことを，

切に望みます.オランダに着きまして，さらに，

詳しいことが分かりましたら，すぐに手紙のつ

づきを書かせて頂きます.

私にとって最も大切なことは，私が見聞する

機会のある地域で，観察しあるいは調査するこ

とを御指示頂くことであります.さらにこのよ

うな旅の途上で遭遇する困難について，先生の

格別なる助言をも心からお願い申し上げる次第

であります.

数日前にパリを立ちまして，ここルアンに来ま

した.来週はここから船でアムステノレダムに向 J

かう予定です.GEOFFROY氏と JUSSIEU氏

は，先生に土ろしくとのおことづけを私に託さ

れました.パリとトリアノンの植物園長も先生
¥ 

によろしくとのことでした.外科学の研究生，

RUDOLPHJに託してなにがしかの種子を母国

に送りました.私自身が集めたものや，頂いた

ものであります..それらが， BACK先生に渡さ

れたあと，ウプサラの先生の所にお送り頂ける

ことを期待しています.それらのなかに一つで

も珍しい種があれば幸いであります.

変わらぬ深い尊敬をこめて，先生駿へ

ルアン 17.71. 7. 20 

忠実なる下僕

カール ベーテル ツュンベ リー



4) 1771年11月 1日， リンネからツュンベ

リーへの書簡

約3ヶ月を経て，ツュンペリーの日本への

按が決定したと思われる. リンネはウプサラ

からアムステル夕、、ムのツュンベリ ι に宛て，

日本への放の決定を祝福している.

“植物学の改革後に，誰も日本を訪れてお

りませんケンベルは相当数の植物を集めま

したが，我々はその属を全く知りません

と記し， w廻国奇観』中の植物4種をあげて，

日本で観察すべきこととしている. これは4

月27日付書簡中にあげた植物名と重複してい

tる.

愛すべき修士殿

誠実なるピュノレマン氏父子により，神が貴君に

与えられた運命に祝福を申し上げます.貴君は

不滅の名声を博する機会を得られたのです.貴

君の国(すなわち日本一訳者註)に着いたら，

私のことを思い出して下さい.植物学の改革後

に，誰も日本を見ておりません.ケンベルは相

当数の植物を集めましたが，我々はその属を全

く知りません.記1

アンポイナへ行くのであれば，欠けているいく

つかの植物の特徴を教えて下さい.特に，記2

について.

私の第二マンテッサた沢山の植物を書きました

がル喜望峰には突を結ぶかどうか分からない多

数の植物があります二

貴君は往路も帰路も無事であると確信します.

ある前兆により，私にはそれが分かるからです.

SOLANDERは，もう一度旅に挑みます.GAHN 

修士が同行するそうです.

貴君t士、喜望峰の昆虫を最初に採集するという

運命にあずかるのです，私は Regina博物室粍

50種類をもっていますが，貴君が集める非常に

多くのものに比べれば，それは何でもありませ

ん.貴君はなにがしかの昆虫を，私に送ってく

れる勇気があるでしょうか，どうでしょうか.

旅路の平安を祈っています.そして貴君り良き

思い出に浸っています.

記1 ケンベルの記載中，

図 809Sickuは何ですか

図 813Gingkoは何ですか花のない

木は我々の所にもある.

図 874Mukokiは何ですか
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図 881Skimmaあるいはスターアニ

スの純種.

記2:無数のアンポイナからの植物

Cosarinaは何ですか

Ananas A伍nisDionicaは何ですか，

乾いた果実を有しており，椋椙科か

ウプラサ 1771. 11. 1 

カーノレ ・リ ンネ

以上4通の書簡により，ツュンペリー来日

の目的ならびに過程の一端を知ることができ

ると共に， リンネとツュンベリーの師弟関係

も垣間みることができるのである.

4. リンネとその門弟達

近代植物学の父といわれるツュンベリーの

師リンネは， 1707年スウェーデン，スモーラ

ンド地区ロースフルト (Rashult)に牧師の子

として生まれた.彼は医師を志し， 1727年故

郷に近いルンド大学に入学し，翌1728年古い

歴史をもっウプサラ大学に移り，ここで7年

間医学，博物学を学んだ. 1735年オランダの

ノリレデノレヴィーク (Harderwijk)大学に留学，

博士号を取得した後，現代臨床医学の大家ブ

ールハーヴェ (H.BOERHAA VE)の教えを受

けるためにライデンに行き，.そこで後にウィ

ーン大学医学教授となったファン ・スウィー

テン (Gerhardvan SWIETEN)や，前述の植

物学者ヨハネス ・ピュルマンをはじめ多くの

知友を得た.

約3年間のオランダ留学を終え， '1738年母

国に帰りストックホルムで開業した. 1741年

ウプサラ大学医学博物学教授となり，以来36

年間研究と教育に従事し， 1761年には学問の

功績により貴族の称号を与えられた11，12)

リンネは体系をたてて植物を分類し，知ら

れた植物のすべてを整理したが，さらに全地

球上の生物の分類を試み，その目的のために

自ら使徒と称する門弟達を世界各地に派遣し

た. リンネのこの企画は，スウェーデン王立

科学アカデミー (Kungligasvenska Veten-

skapsakademien)の学問的，経済的援助によ

り実行の運びとなったので、ある.また1746年

にはリンネとスウェーデン東印度会社との間



に，学術的な放に出る門弟は会社船を利用で

きるという合意が成立した.

1750年代に博物学的調査のために，ウプサ

ラから若い学者が全世界に次々と旗立ってい

ったことは，世界に類のないことであったゆ.

それは約30年にわたり 15人を数えるが，う

ち5人は放先で悲劇的な最後を遂げた.s. 
LINDROTH教授のスウェーデン科学史，旗

に出た門弟達 (Deresande apostlarna)の項

から，これらを一覧表にまとめたものが表 1

である.

表 1から分かるように，放の途上で死去し

た者に TλRNSTROM， LOFLlNG， HASSEL-

QUlST， FORSKAL， F ALKがおり， ROLANDER 

は帰国した時は狂っていた.

りンネにとっては，門弟らが収集した多く

の未知の自然物は，植物分類体系の欠落部分

を補う学問的財産となったが，同時にもたら

される門弟らの不幸は大きな悲嘆ゃいら立ち

を誘った. 1750年代の終りには，もはやリン

ネは進んで門弟らを調査技行に派遣せず，

1773年に科学アカデミ ーがトリポリへの学者

人 名 経過等

1 
C. Tarnstrom 
1703-1746 

P.Osbeck 
1723-1805 

O. Toren 
1718-1753 

P.Kalm 
1716-1779 

2 

3 

4 

5 
P. Lofiing 
1729-1756 

D. Rolander 
-1793 6 

7F.Hasselquist 
1722-1752 

8 
M.Kahler 
-1773 

9 
A. Martin 
1729-

G.Rothm 
10 
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目的地

中国

中国

中国

ゴヒアメリカ
カナダ

スペイン

南アメリカ

南アメリカ

中近東
(パレスチナ)

イタリー

北

ゴじアフリカ

アラビア

イギリス

南海諸島

ベテルスプルグ

シベリア

中国
南アフリカ
地中海

南アフリカ
日本
ジャワ
セイロン

表 1 リンネの門弟達の族

属音年
1746 
死去

1750 
1752 

1750 
1753 

1747 
1751 

1751 
1754 スペイン発
死去

1755 
半年後

1749 
死去

極

1753 
1757 

1758 
3ヶ月後

1773 
1776 

中国に到着することなしコーチ
ンシナで死亡.

ジャワ，広東および中国へ旅行，
帰国後は教区牧師として生活.

インド，中国等へ旅行， 帰国後，
まもなく死亡.

スウェーデン風土に順化する植物
採集が目的.帰国後，経済学教授
に就任.

リンネの最愛の門弟，スベインの
国境測量隊と共に南米へ向う.ブ
ラジノレにて死亡.27歳.

熱帯原生林の恐怖におびやかされ
狂って帰国.

型地の博物研究が目的. トルコ，
エジプト，パレスチナへ旅行. ト
ルコで死亡.29歳.

ナポリで病気になり休息.その後
ローマへ行く.特に注目すべき物
はない.

スベッツベノレゲン島にて，わずか
の植物，鉱物を収集.

トリポリ派遣について， リンネは
科学アカデミーの主張を不承不承
にのむ.

デンマーグのアラプ探検隊に参加.
イエメンで死去.31歳.

Banks (英)と共に Cookの探検
旅行に参加.ニュ}ジーランド，
タヒチ，オーストラリアを旅行.

ソ連探検隊に選ばれ，シベリア，
中国国境近くに遠征.Kazanにて
死去.

医師，植物，動物学者.C∞kの
2次探検旅行にも参加.帰国後は
科学アカデミーの長 ColIegium
medicumの教授に就任.

医師，植物学者.フランス留学，
南アフリカに3年滞在.パタピア
を経て日本に 1年滞在.帰国後は
ウプサラ大学医学植物学教授.

1761 コベンハーゲン発
死去

1759 
1768 英国発
1771 英国帰

1763 
1768 ベテルスフ.ルグ発
死去

1765-67 
1772， 1775-76 
1772-75 

1770 

1779 
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の派遣を決めた時は，賛意、を示さない程であ

った.

しかし1760年代， 70年代にも，ツュンペリ

ーを含む何人かの門弟らは，世界各地をかけ

めぐったのである.

このようにリンネの門弟派遣の方針は時代

と共に変わり，また門弟らのリンネに対する

態度も変遷するのであり，これらは時代の推

移と共に大きく三つに分けられよう.

(1) 1746~1758年，使徒1と しての放

1750年を中心に中国へ3人， 1740年代後半

から50年代にかけて米国へ3人，そして中近

{東他へ3人が放に出ている.帰国後，彼等は

決まってリンネの『ラップランド旗行記』を

標本にしたような放行記を出版し， リンネに

宛てた手紙を付記したりした.旗先で死去し

た LOFLINGや HASSELQUISTの遺稿は，リ

ンネにより出版されたのである.

彼等はリンネという名の輝きの許で，グル

ープとして評価されている.

(2) 1760年前後

FORRSKAL， SOLANDERらは，ある時期リ

ンネの教えを受けそして調査の放に出たが，

それは自らの意志による所が大きく， リンネ

の使徒というのは二義的なものであった.旗

先で死去した FORRSKALと FALCKの遺稿

は，同行の仲間によりそれぞれ出版されてい

る.また SOLANDERは南海諸島での収集物

を一切リンネには送らず，旗の後はロンドン

に定住した.

(3) THUNBERGと SPARRMAN

1760~1770年代に，自らの意志と目的によ

り地球上をかけめぐったこの二人は， リンネ

の最もすぐれた門弟である.ツュンベリーは

帰国後にリンネの後継者としてウプサラ大学

医学植物学教授となり，またスパールマンは

王立科学アカデミーの長となった.

このようにツュンペリーは，スパールマン

と共にスウェーデン科学史上に足跡を残した

一人であるが，ツュンベリーはまた日本およ

び南アフリカにいおてもその植物学的功績等

により高く評価されているといえよう 14，15>
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5. 考 察

ツュンペリーの来日を考える時，その背景

にリンネの全地球上の博物の収集，分類とい

う遠大な企画があったことは既に指摘されて

きた16>

本報では， リンネのそのような企画がスウ

ェーデン王立科学アカデミーの学問的，経済

的援助により実現されたことと，この企画に

基づいて旗立ったリンネの門弟らとその中に

おけるツュンペリーの位置についても記述し

た.

とりわけウプサラ大学図書館保存のツュン

ベリーとリンネの往復書簡は，ツュンペリー

が放行記中で語っている“7月18日，私はパ

リを立ってルアンに向かった.そこからさら

にアムステルダムに船旗をつづけ，その後さ

らに東印度への一層長い放を行うためである.

東印度への旗は，私のパリ滞在中にピュルマ

ン教授父子の犠牲的行為によってなされたも

のであり，喜んで私はそれを引受けたのであ

る"17> という表現を詳述し，その中にいく

つかの事実を語っていて興味深い.そこには

日本訪問決定に至るまでに好余曲折があった

ことや，当時のヨーロッパが未知の国日本に

対して抱いていた関心の大きさが感じられる.

さらにリンネが植物学者としてのツュンペリ

ーに期待すると共に，医師としてのツュンペ

リーに期待をよせていたことも読みとれる.

リンネが書簡中で調査を依頼している植物

は，ケンベルの『廻国奇観』中の第5篇『日

本植物誌』に基づいている.数字は，これら

の植物の記載頁を示している.これらの植

物は，ツュンベリーがスウェーデン帰国後に

著わした『日本植物誌~ (“Flora Japonica" 

1785)に Obaiを除いてすべて， リンネの分

類方式に従って記されている“次の植物が

何であるかを貴君が教えてくれるまで生きて

いることが出来たら，嬉しく思います と

書いたリンネは， 1778年ツュンベリーの帰国

1年前に不帰の人となったが，ツュンベリ ー

はその著書をもってリンネの質問に答えたと

いえよう.



さらにツュンペリーの約50年後， 1823年

に来日したシーボルト (PhilippF. VON 

SIEBOLD 1796~ 1866)は， ツュンペリ ーの

『日本植物誌』を携えてきており，これを伊

藤圭介 (1803~1899) に贈った.伊藤はシー

ボルトに植物学をじきじきに学び，ツ.ュンペ

リーの 『日本植物誌』の学名と和名を対照し

て， w泰西本草名疏』上・下巻2冊， 付録1
冊を著わし，1829年〈文政12)にこれを刊行

した18)

ここでリ ンネの書簡中にある植物を，ケン

ベル，ツュンベリー，伊藤圭介の著書中に見

られる標題あるいは表現から抜き書きすると

表 2のようになる.

表 2から，ケンベル→リンネ→ツュンペリ

ー→、ンーボルト→伊藤圭介という一つの流れ

が読み取れるのである.

そしてケンベルの『廻国奇観~ 1712から

1∞余年を，ツュンペリーの来日から50余年

を経てようやく伊藤圭介の 『泰西本草名疏』

1829が刊行されたのであり，植物学に関して

いえば，“ツュンペリーの来日にもかかわら

ずその研究方法は，日本ではすぐに吸収され

なかった川へとい う木村教授の言葉がこの

例からも分かるのである.

リンネが期待した医師ツュンペリーと，彼

をとりまく日本の状況については， 今後の報

告で明らかにしたいと考える.
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Summary 

C. P. Thunberg (1743-182泡)came to Ja-

pan as doctor at the Dutch trading post in 

August 1775， during the period of Japan's 

nearly total isolation from the outside world， 

and stayed for a period of some 16 months. 

His voyage to Japan formed part of a 

monumental programme of collection and 

classification of all the Earth's living crea-

tures， begun by Thunberg's mentor， Carl 

von Linn品(1707-1778)，and supported by 

the Royal Swedish Academy of Science. 

Thunberg was one of the 15 disciples of 

Linne who travelled across the world for 

the purpose of academic research. 



Thunberg finished his doctoral disserta-

tion at Uppsala University， Sweden in 1770 

and then to continue his studies in medicine 

travelled to Paris. On his way to Paris， 

while staying in Amsterdam， he met with 

the botanist Prof. Burman， a friend of 

Linne's， and thanks to the untiring e妊orts

of Prof. Burman and his son， Thunberg's 

voyage to ]apan was made feasible. 

Thunberg gives an account in his letters 

from Paris and Rouen addressed to Linne 

( 48 ) 

at Uppsala of how his trip to ]apan devel-

oped and was made possible. Linnるinhis 

replies expressed his hopes that Thunberg's 

achievements in ]apan would gain him 

credit at a renowned botanist and doctor. 

We have introduced and examined the 

contents of the 4 letters between these two 

Swedish naturalists as source material 

illustrating the background and process of 

Thunberg's voyage to ]apan. 
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薬 史 学 雑誌
22(1)， 49~57 (1987) 

規の本草学的研究*1

貝類和漢薬の生薬学的研究 (第17報)*2 

浜田善孝IJ*3，難波 恒雄判

Historical and herbological studies on “Xian (直売)川1

Pharmacognostical studies on the molluscan drugs (XVII) *2 

Toshiyuki HAMADA料 andTsuneo T、~AMBA判

(1987年4月8日受理)

規は中国で 『嘉祐本草』に 「新見唐本注」

としてはじめて収載された貝類生薬で，殻，

肉および汁を薬用とするものである • w本草
綱目』では扇螺とも呼び，また薬用に供する

ときは，黄親，黒腕，白規などの名称がある

が，これらは貝の種類と貝殻の状態とを混同

した呼称と考えられる.規は汽水および淡水

域に生息する二枚貝であり， 日本では『倭名

類家紗』で「之々美加比」として，以後はシ

ジミ科の種類があてられ，古くから食用とと

もに民間薬として用いられている.本研究で

は，日本，韓国，中国，台湾産の標本および

現代の中国の薬学文献によって，親の種類を

考定した.また薬用については， 日本の民間

薬と しての使用例と比較検討した.

1. 名 称

中国の古文献にみられる名称に，親，扇螺，

白腕，黄腕，黒腕，金口，玉ロ，無耳親があ

る.

規は『嘉祐本草~ll 以来，正名として用い ら

れている. この意味を李時珍は 『本草綱目』幻

で「親，腕也，殻内光耀，如初出日采也」と

説明 している. 扇~v土李時珍がと りあげた名

称で「陪書日，劉藤父顕噌親，呼親為扇螺」

とある.白腕は『聖恵方』日に白規殻として出

ており ，w本草網目』で附方に 「多年陳者」
と説明している.また 『三才図会~3) には白親

の図をあげて「規似蜂而小色白殻薄出海中」

と記している 黄腕は 『本草綱目』に黄規殻

とあるがその説明はなく ，w本草綱目拾遺~4)

に「殻薄肉肥」とし，w海南介語~4) に「親在

沙者黄」とあるのを引用している.また 『三

才図会』には 「糞規殻黄出湖泥」 とある 黒

規は 『本草綱目拾遺』にあって「殻厚肉薄」

とし，w海南介語』には 「在泥者黒」とある.

したがって白眼， 黄腕，黒規は殻の色に由来

した名称で、ある

金口，玉口は『本草網目拾遺』に名が出る

だけである.無耳腕も同書に出て「番馬主主涌

地方産」とし 「更甘美異常」とあるだけで，

詳細な説明はない.

*1日本貝類学会昭和62年度総会 (1987年2月，大阪)にて発表
*2第16報浜田善利，湊宏，貝類学雑誌， 44(4)， 273 (1986). 
叫熊本工業大学 KumamotoInstitute 0/ Technology. Ikeda 4-22-1， Kumamoto 860. 
判官山医科薬科大学和漢薬研究所 ResearchInstitute /or Wakan-yaku， Toyarna Medical and 

Pharmaceutical University. 2630 Sugitani， Toyama 930-01. 
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これらの名称とその出典を表 1に示す.

2.形状

親は 『本草網目』に陳蔵器の言として 「処

処有之，小如蜂，黒色」とあり，李時珍は 「其

類亦多，大小厚薄不一」としている.w本草
網目拾遺』では腕は 「其類不一」と して，さ

らに賞腕は「殻薄肉肥j，黒腕は 「殻厚肉薄」

といっているー『三才図会』には白腕は「似

棒而小白色殻薄j，賀親は 「殻黄」とあ る

これらの形状をまとめて表2に示す.

3. 生態および分布

『本草拾遺~1lには「生水泥中」とあり， w本

草綱目』では「渓湖中多有之j，W本草綱目拾

遺』では「生沙泥中，江湖渓澗多有」として，

『海南介語』の 「親在沙者黄，在泥者黒」を

引用している.また無耳親は「番高，掌涌地

方産」とする.番高は広東省仏山にあって広

州の南に位置し，掌涌は番馬の南である.

『三才図会』では白規は 「出海中j，賞規は「出

湖泥」とある.

表 1 規の名称

名称 記載文献

規

白規

賞規

黒規

無耳規

扇螺

金口

玉口

嘉祐本草，証類本草，本草網目，本
草網目拾遺

証類本草，本草網目，本草綱目姶遺，
三才図会

本草網目，本草綱目折遺，三才図会

本草網目拾遺

本草網目拾遺

本草網目

本草網目拾遺

本草網目拾遺

表 2 規の形状

種類 形状

規 小如鮮，黒色，其類亦多，大小厚薄不
一.其類不一

白焼 似蜂而小白色殻薄

黄規 殻貰.殻薄肉肥

黒規 薄厚肉薄
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4.薬用部

薬用部には殻，肉および汁がある.

親 殻

『証類本草』では陳久の貝殻「陳殻」と貝

殻を焼いて製した「欄殻」が収載されており，

燭殻は 「焼為自灰飲下」 する.また 『聖恵

方』では白規殻を 「不計多少惇研極細毎服米

飲調下」する.W本草綱白』では燭殻は「焼灰

飲服j，r焼灰塗」とし，白腕殻は 「携為細末，
以熟米飲用j，r用多年陳者，焼過存性， 為極
細末，以米飲調j，黄親殻は 「取久泥中者， (中

略)，妙成白灰」とする 『本草原始~5) では規

殻は「焼灰塗」とある . さらに 『本草従新~6)

には「腕粉，塗一切湿磨」とあるが，これは

殻を粉にしたものである.

腕肉

『証類本草』では 「煮服良」とし， W本草綱

目拾遺』では『海南介語』をヲ|し、て規脂をあ

げている.腕謄は幌の乾肉7>である.

浸取汁

『証類本草』では「生浸取汁」を用い， W本

草網目』でも「生腕浸水j，W本草従新』でも

「生観肉浸水」を用いる.

5.薬効

規殻

陳殻については 『証類本草』で 「治陰癒止

痢」をあげ， W本草品集精要~8) も陳殻を燭殻

と区別しているが，李時珍は欄殻の下にまと

めている.

澗殻については『証類本草』で「主反胃吐

食除心胸疾水，陳久療胃反及失精j，W本草綱
目』では「化苦笑止昭，治呑酸心痛及暴歎，焼

灰塗一切湿箔， 与峠粉同功j， また 『本草従

新』も規粉を「塗一切湿磨」としている

腕肉

生の肉については『証類本草』で蘇敬の

「治時気開胃座丹石薬及丁癒下湿気下乳」と

目撃子の「去暴熱明白利小使下熱気脚気湿毒

解酒毒自賛」をあげている.

脱脂は 『海南介語』に「解盈，並治不服水

土」とある.



浸取汁

生腕を浸した汁については 『証類本草』で

蘇敬の「治丁箔」と日華子の 「主消渇」をあ

げ， w本草網目』で李時珍は 「、冶痘嬢無疲痕」

としている.

6. 現代の中国文献における規

現代中国の薬学とそれに関係のある文献で

は， 腕はいずれもシジミ科 Corbiculidaeの

次の3種である.

Corbicula jluminea (MULLER) 

河腕9，10a，118¥ タイワンシジミ 12，13，14)

C. nitens (PHILlPPI)閃規10b，llb)

C.largillierti (PHILlPPI)刻紋規llc)

河規は別名を沙剛，瞭鮮， 金附，瞭仔， 扇

螺，葉自見といい，中国では黒龍江，吉林， 遼

寧，河北， 河南，山東，安徽，漸江，江蘇，

江西，湖北，湖南，福建，台湾，広東，広西，

雲南，四川， 欧西， 山西，甘粛， 寧夏，内蒙

古等の省、区の河川，湖沼，溝渠などに生息し，

その他，ソ連，朝鮮，東南アジアの諸国に広

く分布する.

この殻を腕殻，肉を親肉と呼び， 薬用とす

る.親殻には無機塩が95%以上で，ほとんど

は CaC03であるが，CaPO. が 1 ~2%，

MgC03が0.5;弘それに conchiolin1% が

含まれてい る同町.規殻は止咳化疾，制酸止

痛，生肌欽箔の薬効があり，苦笑鴨咳歎，反胃

呑酸，湿措，潰蕩等に用い，5~15g を煎用

し，また適量を外用する 腕肉には malate

dehydrogenase isoenzymes他多数の物質を

含み10へ清熱解毒，利湿退黄の薬効があり，

庁癌腫毒，湿熱黄痘， 小便不利等に適量を用

いる.

閃規は別名を親子といい，遼寧， 陳西，湖

北，湖南，貴州の河川に生息し，朝鮮に分布

する.

刻紋規は別名を花規， 黒親， 技氏規といい，

中国の特産種で，長江流域の洞庭湖，都陽湖

およびその周辺の河川に生息する.

閃腕および刻紋腕は， 河規と同様に薬用と

している.
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7. 日本における規の識別について

日本では 『倭名類褒妙t4lで， 腕貝とし て
「文字集略云腕貝，音顕字亦盤和名之々美加

比，似蛤而小黒者也」といい，古くはシジミ

カヒあるいは単に規としてシジミと呼んで、い

Tこ.

規で種類を識別したのは次のようである.

『庖厨備用倭名本草t5lで向井元升は 「シ X

ミカヒノ色ハ黄赤ナノレア リ， クリ色ナルアリ，

クロキアリ，又アサリト云フ貝アリ相似タ

リ」といい，殻の色に違いがあることに触れ

ている.

『和漢三才図会』山では 「按規江河皆有之蜂

属円小其大者一寸許両頭上有白禿斑小者四五

分武州江戸近処多有之者大而味佳江州勢多之

産亦得名摂州難波硯川多取之而梢小」として

名のある産地をあげている.

『本草網目啓蒙~17lでは腕は「シ立しチ X

ミ，ゼXガヒ江州」と呼び， I湖海倶ニ産ス又

蹴淡相雑ル処ニ生ス，江州湖中ニ最多シ勢回

ヲ名産トス」と産地をあげ， I泥中ニ生スル

モノハ色黒シ，シンデンシ X ミ (江州) ト云，

コレヲ烏規 (広東新語)黒規(向上) ト云，

大ナルハ八九分，久キモノハ両片禿テ白シj，

「沙中ニ生スルモノハ色黄ナリ，アメ (江州)

ト云， コレヲ黄腕(広東新語) ト云，広東新

語ニモ在沙者黄在泥者黒ト云へリj，Iシマシ

立ミ アリ，色黄ニシテ竪ニ黒道ア リ粗細ーナ

ラズ， 又斑点アルモノアリ j，I海中ニ産シ簸

アラクシテ色 白キモノヲサ Xメト云，白規

(広東新語)ナリ j，I白眼ニ同名ア リ， 尋常

ノシ立 ミガラノ久クナ リテ黒皮自ラ脱シタル

ヲ白腕殻 (附方)ト云，サレシ X ミガラナリ」

として， シンデンシジミ (黒親)， アメ(賞

腕)，シマシジミ，サザメ(白規)，サレシジ

ミガラ(白腕殻)を区別している.

『恰顔斎介品t8lで松岡玄達は 「親和ニシジ
ミト云フ.賀州金沢ニテスズメ貝 ト呼ブ.蹴

モ俗ニスズメ貝 ト呼プ.名同ク物臭ナ リ.

『網目』ニ扇螺ヲ脱ノ ー名トス.又ゼゼ貝モ

扇螺 ト云フ.形扇ナル者ノ、通称スベシ」とい

って，I親黄 ・黒ノ二色ア リ.泥水中ノ者ハ



黒ク，清水中ノ者ハ黄也.処々江湖河水中ア

リ.江州勢田ノ:者最佳ナリ 黄ナル者美味ナ

リ.赤シジミト称ス.白規ハ，即規殻ノ潮水

ニ打シ雨露ニ曝サレテ白色ト成ル者ナリ.別

ニ一種有ルニアラズ」として，黄色の腕を赤

シジミと呼んでいる

武蔵石寿はその著 『目八譜』山で，@規に

これら和漢の諸書を引用した後で「石寿云諸

書ニ云所ノ!規其説多シ泥中ニ生スルモノハ黒

色砂水中ニ生スルモノハ策也文溜水ニ居ルモ

ノハ黒色流水中ニ生スルモノハ黄色也ト云説

即親類ヲ多不知ノ臆説也大川中ニ生スノレモノ

ハ黒色黄色ノモノアリ湖水中ニ生スルモノモ

亦同シ泥水中ニハ黄色ノモノ稀ナリ沙水中ノ

モノニ黒色ノモノ少ト云ノミ然レトモ風土ニ

因テカハリアリ概シテ云難シ白親即雨露ニ晒

レ或ハ海中波涛ニ晒タルモノニテ別ニ有ニア

ラス皆半)十ニシテ合介ナシ雨露或ハ土中ニ晒

タルモノハ光滑ナシ海中ニ晒タルモノハ必光

滑ア リ総テ腕ノ文彩極ナシ予今所蔵百余品ニ

至ル此余数多有ノレ可、ン後人ノ補ヲ俊文利根川

ニ生スルモノアリ大サ一寸余ノモノアリ黒色

銅色ノ錆アルモノアリ又川岩中エ生ルモノア

リ泥中沙中ニ生ルアリ又世ニ売ノレモノアリ四

五分ヨリ七分ニ不過シ Lメト云ハ則方言ナル

ベシ又多ク裏紫色也白色ノモノ稀ニア リ佐渡

ヨリ出ル者裏紫色美也又殻ノj享薄形状諸国風

土ニ因テーナラズ表ノ変化ニ因テ裏変化シテ

表ニ随フ又利棋川ニ産スルモノハ頭長シ亦勢

回規ハ形長ク殻厚シ常ノ!視ニ異ナリ蒼黄色ニ

シテ光滑美也裏低鈍白色ニシテ唇紫色濃淡ー

ナラズ常ノ者円シ牙合也又網目云腕ヲ扇螺ト

云形扇ナル者ハ通称スヘシト云此説穏ナラズ

又肌黒色ニシテ鼻白色ナノレハ土負介ノ属峯ノ

雪ノ如ク黒褐色ヲ帯プノレモノ;亦鼻賭紫ニシテ

肌蒼青黒色光艶ナルモノ裏頭淡紫色又淡青黒

色光滑ノ:者アリ此余変化ニ至テハ無極」と説

明している.そして以下@白規，⑧黄腕，@

勢回腕，@川規，⑮嶋腕，@豆規加をあげて

次のように説明している.

@白眼晒蝶

「石寿云前ニ出ス本草記聞薬名備考ニ云サ

Lメ介ハ規 卜大ニ形状奥也コレニ規ヲ比スル
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ハ失考也予所謂白腕ハ綱目附方ニ云白腕ニシ

テ尋常ノ親ノ肌雪白色又水白色灰白色ニシテ

水褐色ヲ帯縦横ノ細線アルモノ也裏雪白色肌

白色ニシテ鼻ノ辺青紫色ノモノ裏雪白色淡青

色斑文アルモノアリ雨露亦土中ニ晒タルモノ

ハ光沢ナシ波涛ニ晒タルモノハ水白ニシテ光

艶美麗ナリ文表白紅ニシテ鼻ニ紅ノ転アルモ

ノアリ大小厚薄形状ヲ不論白色ナルモノヲ白

規ト云牙合ナリ」

@資規赤シ L ミ

「石寿云形状尋常ノ腕ニシテ肌蒼黄色質横

僚繁ク光艶美麗也裏鼻ノ辺淡紅褐色唇水白色

光アル者佳品ナ リ愛玩ス可シ肌赤黄色濃淡横

僚雑交シテ光艶美麗也裏鼻淡紅ナリ余水白色

白色横文ノ モノアリ大ナルモノ稀ニシテ八九

分以下ノモ ノナリ愛ス可、ン大ナルモノ稀也又

勢田規川親ト モニ黄色ナリ象小ク異ナルモノ

ナリ広東新語ニ云沙中ニ有モ2日ト云々」

@勢回現

「石寿云規ノ属ニシテ鼻長シ常ノシ L ミヨ

リ形長シ殻厚ク唇ニ至薄小万ノ刃ニ似タリ肌

蒼黄色或ハ赤褐色蒼黒色横僚アルモノアリ鼻

白色ノモノアリ裏低淡褐色或ハ白色唇濃紫色

淡紫色ノモノアリ線州利根川ニ生スルモノト

大同小異ナリ大サ寸以下ノモノナリ質横傑重

リタル在日アリ表光艶美麗ナリ裏唇光沢アリ牙

合也」

@JII規 通称

「石寿云常ノ規ニ同シ蒼黄色或ハ鼻青白色

ノモノアリ或ハ鼻ヨリ背ニ至マテ赤黒色光沢

ノモノアリ五六分以下ノモノ多ハ光沢ナシ質

横僚鮮明ナ リ裏鈍紫色又ハ水褐色ヲ帯タルモ

ノア リ唇ノ辺光艶ナリ大小一ナラズ一分斗ヨ

リ七八分ヲ不過」

⑧嶋規

「石寿云規殻河海トモニ波涛ニ磨洗シ上皮

落剥シ嶋文ヲアラハス其殻質ニ因テ種々変化

スル事無極肌白褐色或ノ、白色ニシテ紫色ノ;横

文アルモノアリ肌白褐色ニシテ褐色ノ;横文繁

キモノア リ肌白紫色ニシテ紫黒色ノ;横理アリ

肌紫黒色ニシテ黒褐色ノ;横僚アルモノアリ肌

灰白色ニシテ淡黒色ノ;横僚アルモノアリ其文

章千変万化挙テ数ヘカタシ表裏共ニ白色或ハ



は c.sandaiであり，シマシジミ (59)にも
セタシジミが混入しておる.キシジミは幼型，

シロシジミは殻皮の剥落した標品」と同定し

ている. しかし白蝶としてあげてある図には

7コの貝が描かれているが，この中にはセタ

シジミと思われる貝が 1コある他は，バカガ

イ科 (Macteridae)，ニッコウガイ科 (Telli-

nidae)などの海産2枚貝の殻である.

日本産シジミの類は，明治の頃各地から多

くの種23)が記載されたが，波部ω』工現在次の

ように整理している.

Corbi叩 lajaponica PRIME (= C. nippo・

nensis PILSBRY， C.戸scataatrata REIN-

HALDT)ヤマトシジミ 全国の河口，潟湖に

すむ

C. saηdai REIBHARDT (=C. viola 

SBRY) セタシジミ 琵琶湖水系

C. fluminea (乱1ULLER) (=C. chinensis 

LAMARCK)タイワンシジミ 台湾，中国，朝

PIL-

紫色白紅色灰白色淡青色変化無極ナシ大小ヲ

不論彩紋ヲ以テ名ツク」

@豆規岩規

「石寿云諸規ノ初生ニシテ大サ麻子或ハ白

豆ノ如ク 円ニシテ殻薄脆ク表灰黒色裏淡青色

或ハ鈍白色ノモノ也処々小溝或ハ河海川中又

ハ河辺ノ岩穴中ニ生ス江戸御茶ノ水辺御堀中

ニ生ス岩ヲ砕キ見/レニ未熟モノ或ハ全体色黒

ニシテ大サ一分余ノモノアリ是高山岩石中ニ

有ル所ノ蜂螺ト同シキモノキ未其理ヲ不知後

人ノ考ヲ待ツ文石煙海石中ニ含生スルト同日

ノ論ナル可、ン溝規トハ異也混ス可ラズ」

黒田は目八譜昭和同定録22)において「シジ

ミ (54)Corbiωla n争'ponensis[atrata]，関
東平野を背景とした江戸の業績として当然、の

ことであろうが，マシジミは無く，シロシジ

ミ(55)，キシジミ (56)，カワシジミ (58)，

シマシジミ (59)等ヤマトシジミ並に幼型等

が種々の名で呼ばれておる.セタシジミ (57)
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図 1 古文献における規の図

1 :合肥張紹業刊本 『本草綱目附図.11，2:金陵胡承竜刊本 『本草網目附図.11， 3: 
『三才図会.11， 4: Ii本草原始.11，5: Ii和漢三才図会.11， 6:悶"蒙図案.11，7~12: Ii目
八譜.11(7:規， 8:白規， 9:黄里見， 10:勢田規， 11:川規， 12:嶋規).
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9 

現代文献における規の図

1，2，3，7: Corbicula fiuminea; 4，5: C. nitens; 6: C.largilliel-ti; 8: C. 
japoni・ca;9: Corbiculiπa leana; 10: Corbiculina sandai. (1，4: r中国薬
用動物志~ 2， 2: r中薬大辞典~， 3，5，6: r中国経済動物志』淡水軟体動物，
7， 8 ， 9 ， 10: 改訂増補 『日本動物図鑑~).

Plate 1 Corbicula spp. and Corbiculina leana 

1: C01-bicula fiuminea (Pusan， Korea)， 2: C. sp. (Xihu， China)， 3: C. 
sp. (Qiantangjiang， China)， 4: C. sp. (Hong Kong market)， 5: C. 
japonica (Kumamoto， Japan)， 6・C.sandai (Biwako， Japan)， 7: 

Corbiculina leana (Kumamoto， Japan). 
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鮮半島

Corbiculina leana PRIME マシジミ 本

州~九州，河川，砂際底

(古文献における規の図を図 1に，現代文

献における脱の図を図2に示す.また標本お

よび市場品の写真を Plate1に示す).

8. 日本における規の薬用について

『庖厨備用倭名本草』では 「規肉味甘蹴性

冷毒ナシ時気ヲ治シ胃ヲヒラキ丹石毒ヲヲシ

庁癒ニヨシ湿気ヲ下シ乳汁ヲ通ス槽ニ煮、テ食

シテヨシ水ニヒタシ汁ヲトリテ庁ヲアラヒ暴

熱ヲサ リ目ヲアキラ カニシ小便ヲ利シ熱気脚

気湿熱ヲ下シ潜毒ヲ解シ目ノ黄ナノレニ ヒタシ

汁ヲ服ス消渇ヲ治ス O其ノ殻モ病ヲ治スル

ノ功アリ」と述べている.

『一本堂薬選~24) では試効として 「止盗汗自

汗治黄痘j，撰修として 「腕之効専在煮汁可

見煮之則其甘味在汁而不在肉故連殻煮用為佳

若夫湯煮去殻唯売肉者不佳俗呼失日密殻色有

賀黒二種大小又不等河海倶有可通用」とあっ

て，盗汗と黄痘の治療に煮、汁を用いている.

民間薬としては，富土j川川11ド2

l哨輪息，黄痕，白禿，子供白禿に次のような用

法を記録している.

吐血:規の貝ごと白焼にして呑む (W秘方
録~) 25叫 .

痔疾:蛸をゆで，其汁にて洗もよし.規に

てもよし (W広益妙法集~)25b). 

姶貝にてもシジミ貝でもせんじ，度々洗

い，五痔共に治るなり (W掌中妙薬集~)2制 .

庇痔には，シジミセンジ汁にて度々むす

べし (W経験千方~) 25c> • 

端息26) 規をミのままに黒焼にして，白湯

にて呑むべし (W秘方録~)2叩 .

黄痘 :規を食い，又は煎じて浴せしむ (W夜

光珠~)25<) • 

白禿:シジミ貝(黒焼)右一味胡麻の油に

てつける，メメカラを細末にしてもよし

( W和方一万方~)25fl. 

子供白禿:シジミ貝，黒焼，胡麻油にとき

つ くべし a経験千方~)均

『救民妙薬集~27)では，痔のくすりに， r規
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のせんじ汁にて，洗てよし」としている.

『山家薬方集』では，規(し父ミ)は 「湿気

を去，酒毒を解し暴熱をさる，小便を利し自

を明らかにし，消渇を利す.多食すれば腎を

けすなり j28引として，痔の治方に「しどミの

せんじ汁にて洗ふてよしf8b)と記録している.

『因伯産物薬効録』加では，規し Xミは肉は

「治黄痘消渇(わうだんかわきやまひによし)j， 

殻は 「功牡螺に同じ」としている.

『 日本民間薬草集覧~30) では黄だんと腎臓病

の治療の記録がある.

黄だん:rシジミ」貝をうすき味噌汁で煮
て食事代りに 1 日 3 回汁椀に 2~3 杯ずつ

飲用する. rシジミ」貝3升に水2升位の
割合で煮出す(1時間位)これに正油を少

し加えスープとして毎日飲む. r、ンジミ 」
を煮て食する.

腎臓病:r、ンジミ 」貝を薄い味噌汁になし
汁だけ飲む.

笹生3Dは民間薬としての貝類にシジミをあ

げて，黒焼の粉末を賞痘に服用することと，

みそ汁，薄味にした濃縮液効果強し，賞痘，

ワイルス氏病，痔，貧血症に服用することを

記している.

日本ではシジミはこのように黄痘の治療に

用いられたことから，シジミエキスの活性物

質に関する検討が行われ，血清脂質，肝脂肪

沈着に対し，シジミ中には有効物質が含まれ

ており， 2.octadecenoic acidがその成分のー

っと考えられている 32)

なお食用としてのシジミに関しては， w本

朝食鑑』叩に 「漁家では常に多量に採り，食

品とし，大きいものは市に出荷して販売する.

江都の芝浜，品川，隅田， 葛西，戸田，荒川

に多く採れる 肉の味も佳Lい、づ」とあり，また

『 日本山海名産名物図会~3

「海と河との塩(潮)ざカかミ山L、に多く生すず 又湖

水にもあり.小規を取て泥池の中にやしない

おけば年をへて甚おおきくなりて味よしとい

えり.規を取には竹龍をこしらえ，底に袋網

を附て水中をかきて取也.土砂ともに袋の中

へ入てしじみは袋の中に残 り，土砂は袋あみ

よりもれてのく也.身しじみは貝を釜にてた



き，水にゆりて貝殻を去てむきみとする也」

と記されている.

9.考察

李時珍は規は院のことで「殻内光耀如初出

日采也」と述べている.これは貝殻の内側の

真珠光沢の美しさのことである.イシガイ科

あるいはカワシンジュガイ科などの貝では，

殻の内側に真珠層があって，この表現のとお

りに美しいが，シジミ科では殻の内表面は陶

器質で真珠層がないので，このようなことは

ない.李時珍はさらに 「其類亦多大小厚薄不

一」ともいっているので，最初の頃の規は，

必ずしもシジミ科ではなくて，イシガイ科の

諸種も広く含まれていたものと考えられる.

ただ別に鮮という一群があるので， ドブガイ

やカラスガイなどは区別したのであろう.ま

た馬万も別にあるので，殻の細長い種類も除

外されていたはす.で、ある.

黄虫見，黒規については，シジミの類は幼貝

と成貝で殻表の色が変化するので，その殻の

色に由来する名称とみることができる. した

がって武蔵石寿が同じ川の中に黒色と黄色の

ものがあることに触れているのは，正しい見

解である.成貝になればこの類は黒色となる.

また趨学敏が黄規は「殻薄肉肥J，黒規は「殻

厚肉薄」というのも，シジミ の類の成長度の

違いと関連させてみると理解できる.シジミ

の類はさらに老成すれば，殻頂部が浸食され

て禿け.たように白く殻質が露出するのは， 寺

島良安や小野蘭山が指摘しているとおりであ

り，石寿はその様子の説明にドブガイの類を

例としてあげている.

白規は王折が『三才図会』でシジミとは全

く異なる図をあげて，出海中と説明している

が，海岸に散乱する白い貝殻を包含する名称

になったのは不可解である.薬用としての白

規は，蘭山のいうように白規殻すなわちサレ

ジミガラが正しい.それは規殻を用いるのに，

陳殻もしくは燭殻と指示されていることから

明らかである.

日本でのシジミ類は，江戸時代に石寿がす

でに外観によって識別しているが，現在の分

類学でいう種類とは必ずしも一致せず， ~ 目

八譜』には種としてはヤマトシジミとセタシ

ジミの2種がみられる その他は幼貝(豆規)，

未成殻(寅規，川規)，殻皮がとれて晒され

た殻(嶋規)などである.

( 56 ) 

薬用に供された点からみると，一般に同類

であれば，身近かにあって入手しやすい種類

から先ず用いられると思われるので，中国で

は広範囲に分布する河規(タイワンシジミ)

が広く用いられ，日本では分布上ヤマトシジ

ミが多く用いられたと考えられる.食用貝類

としても同じことがいえる.

薬効の面では，基本的には中国から導入さ

れた知識によるところが多い.しかし日本の

民間では，黄痘の薬とし、う見方が著しいのが

特徴である.
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Summary 

Xian (幌)was first described in “Jia You 

Ben Cao (嘉祐本草)"as the remedies for 

asthma， cough， nausea， furuncle， jaundice 

and anuria. According to the description 

m “Ben Cao Gang 11u (本草綱目)，"Xian 

were some kinds of bivalves living in the 

river and lakes. There were several names 

of Xian; Huangxian (黄腕)， Heixian (黒親)， 

Baixian (白規)，巴tc.These names showed 

that the shells were yellow， black and 

white. For the medicinal uses， Baixian， 

especially very old and bleached shells， 

were appreciated. Animal of Xian and soup 

of whole shellfish were also used as medi-

cine respectively. 

110dern Chinese literatures have thr巴E

species as the original bivalves as follows: 

C01お・'culaflumineα(1)， C. largillierti (II) 

and C. ni・tens(II1). (1) is destributed widely 

in Asia and assumed to be mainly used 

as Xian in China. 

1n Japan there are three kinds as follows: 

Corbi，仰向japonica(1V)， C. sandai (V) and 

Corbiculina leana (V1). Th巴sespecies have 

been used as food and folk medicine treat-

ing to cure jaundice. 
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刷り上り 1頁につき 1，500円を払込むこと.

版下料，凸版料，写真製版料，別刷料については別に実費を申し受ける.

別刷部数を希望するときは，投稿の際にその部数を申込むこと.

7. 正誤訂正:著者校正を1回行う.論文出版後著者が誤植を発見したときは，発行1ヵ月以内

に通知されたい.

8. 発行期日:原則として毎年 6月および 12月の 2回とし，各 30日を発行日とし，受理年

月日順に掲載する.



日本薬史学会会則

第1条本会は日本薬史学会 TheJapanese 

Society of History of Pharmacy 

と名付ける.

第2条本会は薬学，薬業に関する歴史の調

査研究を行い，薬学の進歩発達に寄

与することを目的とする.

第3条 本会の目的を達成するために次の事

業を行う.

1. 総会(毎年日本薬学会の年会の

時に行う). 

2. 例会(研究発表会， 集談会)• 

3. 講演会，シンポジウム，ゼミナ

ール，その他.

4. 機関誌「薬史学雑誌」の発行，

当分の間年2回とする.

5. 資料の収集，資料目録の作製.

6. 薬史学教育の指導ならびに普及.

7. その他必要と認める事業.

第4条本会の事業目的に賛成し，その目的

の達成に協力しようとする人をもっ

て会員とする.

第5条 本会の会員および年額会費は次の通

りとする.

通常会員

学生会員

外国会員

賛助会員

名誉会員

5，000円

(1987年度より改訂)

2，0∞円

5，αゅ円
30，0∞円 (一口)

随意

第6条名誉会員は本会の発展に寄与したも

ので会長の推せんによって選任し，

総会の承認を得るものとし，その資

格は終身とする.

第7条本会に次の役員をおく.会長1名.

幹事若干名，評議員若干名，役員の

任期は 2カ年とし重任することを認

める.

1. 会長は総会で会員の互選によっ

て選ぴ，本会を代表し会務を総

理する.

2. 幹事は総会で会員の互選によっ

て選び，会長を補佐して会務を

担当する.

3. 幹事中若干名を常任幹事とし，

日常の会務および緊急事項の処

理ならびに経理事務を担当す

る.

4. 評議員は会長の推薦による.

第 8条本会に事務担当者若干名をおく.運

蛍委員会は会長これを委嘱し，常任

幹事の指示を受けて日常の事務をと

る.

第9条本会の事業目的を達成するため別に

臨時委員を委嘱することができる.

第10条 本会は会長の承認により支部又は部

会を設けることができる.

第11条 本会の会則を改正するには総会で出

席者の過半数以上の決議によるもの

とする.

第12条本会の年度は暦年(1月より12月ま

で)とする.

第13条本会の事務所は東京都千代田区神田

駿河台日本大学理工学部薬学科内に

おく.

編集幹事:川瀬 清，山田光男， 滝戸道夫

昭和62年(1987)6月25日印刷 昭和62年6月30日発行

編集兼発行人東京都千代田区神田駿河台 1-8

日本大学理工学部薬学科内 日本薬史学会滝戸道夫

印 刷 所:東京都文京区小石川 2ー 25-12 サンコー印刷株式会社

製 作:東京都文京区弥生2-4-16 (財)学会誌刊行センター



疲れる、寝起きが悪い・・・径三》

疲労倦怠感は、肉体疲労だけが

原因ではありません。
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